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神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ

っ
て

は
じ
め
に

在
日
朝
鮮
人
の
生
活
状
態

在
日
朝
鮮
人
労
働
運
動
の
展
開
過
程

形
成
期

（
一
九
二
五
～
六
）

展
開
期

（
一
九
二
七
～
九
）

解
消
期

（
一
九
三
〇
～

一
）

神
奈
川
朝
労
解
消
の
過
程
と
問
題
点

神
奈
川
朝
労
の
解
消
過
程

神
奈
川
朝
労
解
消
の
意
味
と
問
題
点

お
わ
り
に

一
、

は
じ
め
に

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て

（石
坂
）

石

坂
　

浩
　
一

在
日
朝
鮮
人
の
組
織
的
労
働
運
動
は
、　

一
九
二
二
年
に
東
京
お
よ

び
大
阪
で
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
労
働
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
た
の
を
先
駆
と

し
て
、　

一
九
二
五
年
に
は
在
日
本
朝
鮮
労
働
総
同
盟

（以
下
在
日
労

総
と
略
す
）
が
創
設
さ
れ
、

以
降
母
本
各
地
で
運
動
を
展
開
し
た
。

在
日
労
総
は

一
九
二
九
年
に
は
組
織
人
員
三
三
Ｏ
①
Ｏ
人
を
数
え
る

よ
う
に
な
る
が
、

同
年

一
二
月
に
日
本
労
働
組
合
全
国
協
議
会

（通

称

「
全
協
じ
　
へ
の
解
消
を
決
議
し
、

三
〇
年
か
ら
三

一
年
に
か
け

て
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
。
し
か
し
、

そ
の
過
程
で
解
消
の
方
針
に

最
も
抵
抗
を
示
し
た
の
が
神
奈
川
で
あ

っ
た
。

神
奈
川
朝
鮮
労
働
組

合

（以
下
神
奈
川
朝
労
と
略
す
）
の
幹
部
李
成
百
ら
は
、

そ
の
た
め

解
消
を
推
進
し
て
い
た
全
協
朝
鮮
人
委
員
会
か
ら
非
難
さ
れ
る
。

だ

が
、

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、　

一
九
二
九
年
九
月
末
現
在

で

一
五
〇
〇
人
と
さ
れ
た
神
奈
川
朝
労
の
組
織
人
員
は
翌
年

一
〇
月

‘

，
ｉ事

ど
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現
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史
苑

（第
四
三
巻
第

一
号
）

末
現
在
で
は
三
四
Ｏ
①
人
と
飛
躍
し
て
い
る
事
実
で
あ
石
ギ

神
奈
川

朝
労
も
三

一
年
四
月
に
は
今
一湯

へ
の
解
消
を
す
ま
せ
組
織
人
員
は
激

減
す
る
が
、

他
の
地
方
で
は
全
協

へ
の
解
消
で
組
織
人
員
が
激
減
す

る
か
解
消
が
進
ま
ず
組
織
の
機
能
を
低
下
さ
せ
て
い
る
中
で
、
こ
の

神
奈
川
朝
労
の
動
向
は
独
自
あ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、

神
奈
川
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
労
働
運
動
を
と
り
あ
げ
る
に
至

っ
た

問
題
意
識
で
あ
る
。

朝
鮮
人
団
体
の
日
本
人
団
体

へ
の
解
消
は
、

朝
鮮
人
運
動
の
民
族

的
立
場
か
ら
く
る
独
自
性
を
階
級
問
題
に
解
消
し
て
し
ま
う
と
い
う
、

明
白
な
誤
り
で
あ

つ
た
ｏ

梶
村
秀
樹
氏
は
、

在
日
朝
鮮
人
運
動
が
不

可
分
で
あ
り
な
が
ら
も
二
重
の
課
題
を
も
つ
と
指
摘
し
て
い
竹
ｏ）

一

つ
は
、

民
族
差
別
に
規
定
さ
れ
た
在
日
の
生
活
の
中
で
の
不
安
定
な

職
業
、

低
資
金
に
よ
る
酪
使
虐
待
に
抗
し
て
自
ら
の
生
存
を
守
り
ぬ

く
課
題
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、

本
国
の
民
族
解
放
闘
争
と
連
動
し

日
帝
の
植
民
地
支
配
を
打
倒
し
て
民
族
独
立
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
る
。

私
自
身
も
こ
の
梶
村
氏
の
指
摘
を
妥
当
な
も
の
と
考
え
た
い
し
、

神

奈
川
朝
労
も
こ
う
し
た
二
重
の
課
題
を
担

っ
て
い
く
方
向
性
を
体
現

し
て
い
た
。

以
下
の
論
稿
で
は
、

神
奈
川
朝
労
の
解
消
に
ま
つ
あ
る

全
問
題
を
解
明
す
る
ま
で
に
は
到
底
達
せ
ら
れ
な
か

っ
た
が
、

戦
術

問
題
な
ど
と
重
畳
す
る
解
消
問
題
の
底
流
に
は
、

や
は
り
在
日
で
あ

る
朝
鮮
人
大
衆
の
立
場
性
、

民
．族

的
独
自
性
の
主
張
が
存
在
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は

一
九
二
五
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
の
神
奈
川
に
お
け

る
在
日
朝
鮮
人
労
働
運
動
の
過
程
を
あ
と
づ
け
て
、

そ
の
性
格
と
解

消
問
題

へ
の
関
わ
り
を
論
じ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、

全
協
の
問
題
を
考
え
て
い
く
に
は
当
然
、
日
本
人
側
の
日

本
共
産
党
な
ど
最
左
派
の
闘
争
か
ら
い
わ
ゆ
る
右
派
の
社
会
民
衆
党

の
流
れ
ま
で
総
合
的
に
見
た
上
で
の
、

適
切
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、

そ
こ
で
の
全
協
の
闘
い
の
当
為
性
を
検
討
し
な
が
ら
在
日
朝
鮮
人
と

の
連
帯
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、

今
の
と
こ

ろ
日
本
人
側
の
諸
運
動
に
関
し
て
は
全
面
的
に
展
開
し
て
ま
と
め
る

に
至
っ
て
い
な
い
の
で
、

本
稿
で
も
や
む
な
く
不
充
分
に
終
わ

っ
た

こ
と
を
前
置
き
し
て
お
く
ｏ

二
、

在
日
朝
鮮
人
の
生
活
状
態

一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
は
神
奈
川
県
に
い
る
在
日
朝
鮮
人
は
わ
ず

か
で
あ

っ
た
。　

一
九
二
〇
年
に
は
全
在
日
朝
鮮
人
三

一
七
二
①
人
の

う
ち
神
奈
川
県
に
は
二
六
二
人
、

翌
二

一
年
も
四
九
九
人
。
こ
れ
が

関
東
大
震
災
後
の
二
四
年
に
は
三
四
五
四
人
と
急
増
、

二
五
年
に
は

さ
ら
に
六
二

一
二
人
と
前
年
比
の
倍
近
く
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
在
日
朝
鮮
人
が
急
増
し
た
の
は
、

震
災
後
の
復
興
事
業
と
し

て
行
な
わ
れ
た
土
木
建
設
関
係
の
仕
事
が
多
い
た
め
に
朝
鮮
人
が
来

住
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
五
年
の
神
奈
川
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
六
二

一
二
人
の
う
ち
、

八
六

・
三
％
に
あ
た
る
五
三
六
〇
人
が
人
夫
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。

以
降
、

本
稿
の
対
象
と
す
る

一
九
三
〇
年
代
の
初

炉
ま
で
、

神
奈
川
県
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
は
ほ
ぼ

一
貫
し
て
増
加

し
、

そ
の
う
ち
人
夫
が
や
は
り
多
数
を
占
め
た
。
だ
が
、

神
奈
川
県

の
在
日
朝
鮮
人
の
増
加
率
は
、

全
国
の
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
小
さ
い
こ

と
を
、　

一
応
指
摘
し
て
お
こ
う
ｏ

こ
の
よ
う
に
、

人
夫
が
大
部
分
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

恐
慌

の
影
響
を
も
ろ
に
か
ぶ
っ
て
い
く
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

表
１
に

お
い
て

「
無
職
者
」
は
失
業
者
と
イ

コ
ー
ル
で
は
な
い
も
の
の
、

失

業
者
の
増
減
を
示
す
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
ヶ
花

神
奈
川
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
う
ち
、

「無
職
者
」
の
割
合
は

一
九

二
九
年
に
二
四
・七
％
、

〓
三

年
に
三
四
上
ハ
％
、

〓
〓
一年
に
は
四
二

・

九
％
に
ま
で
達
し
た
。

失
業
し
た
朝
鮮
人
な
い
し
は
朝
鮮
人
女
性
は

層
屋
に
な
る
者
が
多
か
っ
た
ｏ　

一
九
三
〇
年
代
中
頃
、

横
須
賀
に
母

の
家
が
あ
り
、

ま
も
な
く
そ
こ
に
住
み
つ
く
こ
と
に
な

っ
た
金
達
寿

氏
は
、

「
母
の
家
に
は
い
つ
も
の
よ
う
に
三
、

四
人
の
下
宿
人
が

い
て
、

（中
略
）
あ
と
で
知

つ
て
み
る
と
、

そ
れ
が
上
方
か
ら
い
ま
は
み
な
層

屋
ば
か
り
に
な

？
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

つ
た
」
と
記
し
て
い
覆
ド

一
方
、

神
奈
川
県
全
体
で
の
失
業
状
況
を
表
２
に
よ
っ
て
見
る
と
、

労
働
人
口
に
占
め
る
失
業
率
が
高
い
も
の
と
推
定
さ
れ
、

特
に

「
日

億
労
働
者
」
の
場
合
、　

一
九
二
九
年
に
二
九

・
三
％
、

三
三
年
に
な

る
と
四
五

・
八
％
と
い
う
高
率
で
あ
り
、
こ
の
間

「
日
備
労
働
者
」

の
失
業
率
の
高
さ
で
は

一
貫
し
て
神
奈
川
が
全
国

一
で
あ
る
こ
と
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ほ
と
ん
ど
が
こ
の

「
日
億
労
働
者
」

に
あ
た
る
神
奈
川
の
在
日
朝
鮮
人
は
、
日
本
人
以
上
の
窮
迫
を
強
い

ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

夫 1 神 奈川における在日朝鮮人数 (単位 :人 )

神奈川における在 日朝R羊人
総 数

会夫1職ェ1無職者|「その他」帥伸1920 6

1921 6

1924 5

10クA A

1929 6

1930.6

1931.6

1932 12

1933 12

32,274

89,042

136,709

148,011

287,705

311,247

390,543

456,217

262

499

3454

6212

2047

5360

5644

5919

5335

4414

3927

4691

236

545

2205

2571

3282

386

5576

1021

lb

1

649

4504

776

6723

8945

8859

9483

10525

12976

( 1 )

229

349

268

186

169

216

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ

っ
て

（石
坂
）
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表 2 神 奈ブ||における失業 (単位 i人)

写場者1各疹声
調査人口

1失誘添

次
に
在
日
朝
鮮
人
の
賃
金
に
つ
い
て
見
よ
う
。　

一
九
二
四
年
五
月

一
日
現
在
の
調
査
に
よ
る
み
孔

土
工
の
場
合
、

神
奈
川
県
で
は
男
で

日
給
の
最
高
が
二
円
五
〇
銭
、

最
低
が

一
円
九
①
銭
、

普
通
が
二
円

二
〇
銭
で
あ
る
。

他
地
域
と
比
べ
る
と
、

関
西
よ
り
や
や
高
く
東
京

よ
り
低
い
。

同
じ
統
計
で
日
本
人
の
土
工
の
賃
金
と
比
較
す
る
と
、

朝
鮮
人
の
日
給
は
日
本
人
の
七
割
強
で
し
か
な
い
ｏ
ま
た
、

生
活
費

に
つ
い
て
も
、

神
奈
川
県
の
朝
鮮
人
土
工
の
月
生
活
費
が
、

住
居
費

七
円
、

衣
食
費
三
〇
円
、

そ
の
他
五
円
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
日
本

人
は
そ
れ
ぞ
れ

一
二
円
、

四
五
円
、　

〓

一円
で
あ
り
如
実
な
差
を
読

み
と
れ
る
。
こ
う
し
た
賃
金
差
が
ど
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
で
形
成
さ

れ
る
の
か
は
未
解
明
の
課
題
で
、

特
に
上
工
な
ど
の
場
合
差
別
賃
金

と
中
間
搾
取
の
機
構
と
の
関
係
は
重
要
と
思
わ
れ
る
。　

一
九
三
八
年

一唄
か
ら
飯
場
頭
を
し
た
あ
る
朝
鮮
人
は

「
だ
い
た
い
人
夫
の
手
取
り

賃
銀
の

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
飯
場
頭
の
取
り
分
で
、

小
組
は
二
五
パ

「
中
〕
沖
峠
わ
い
す
晦
端
抑
」
獅
話

つ 三
ω
い
和
晩

ン
ト
ぐ
ら
い
と

っ

神
奈
川
県
内
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
居
住
地
域
の
特
徴
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。　

一
九
二
四
年
後
半
に
は
、

約
五
千
人
の
在

日
朝
鮮
人
中
、

足
柄
下
郡

一
二
〇
〇
人
、

横
浜
市
九
〇
〇
人
、

川
崎

市
六
〇
〇
人
、

橘
樹
郡
三
五
〇
人
な
ど
と
な
っ
て
い
る
．
こ
の
時
期

最
も
朝
鮮
人
が
多
い
の
が
、

神
奈
川
県
最
西
部
の
足
柄
下
郡
で
あ
る

こ
と
は
興
味
深
い
。

大
正
初
期
か
ら
行
な
わ
れ

一
九
二
五
年
に
全
通

し
た
熱
海
線
の
工
事
や
、

酒
匂
川
沿
岸
の
工
事
を
含
め
震
災
復
央
の

鉄
道

・
道
路
工
事
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、

復

興
事
業
が
終
息
す
る
に
つ
れ
、

横
浜

・
川
崎
な
ど
の
神
奈
川
県
東
部

へ
在
日
朝
鮮
人
は
移
動
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、

神
奈
川
県
の
在
日
朝
鮮
人
は
民
族
差
別
の
下
で
土

工

・
人
夫

・
層
買
な
ど
労
働
市
場
の
最
底
辺
を
構
成
し
た
。

そ
の
中

で
、

特
に
関
東
大
震
災
後
の
復
興
が
在
日
朝
鮮
人
労
働
者
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
た
こ
と
は
銘
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
、

在
日
朝
鮮
人
労
働
運
動
の
展
開
過
程

ω
形
成
期

（
一
九
二
五
～
六
）

Ａ
、

関
東
大
震
災
か
ら

一
九
二
四
年

一
九
二
三
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
際
し
て
は
神
奈
川
で
も
朝
鮮

人
の
虐
殺
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

神
奈

川
県
内
各
所
の
復
興
工
事
現
場
に
、

多
く
の
朝
鮮
人
が
職
を
求
め
や

っ
て
来
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

官
憲
側
は
、

関
東
大
震
災
以
来
朝
鮮

人
労
働
者
が

「
朝
鮮
人
問
題

ハ
朝
鮮
人
ノ
団
結
カ

ニ
依
り
善
処
ス
ル

ノ
外
途
ナ
シ
ト
為
シ
頻
リ
ニ
朝
鮮
労
働
者
自
身
ノ
団
体
ヲ
組
織

ス
ヘ

ク
之

レ
カ
気
運
ヲ
作
興
ス
ル
ニ
カ
メ
ツ
ツ
ア
リ
」
と
し
て
お
り
、

朝

鮮
人
同
士
の
団
結
の
気
運
は
う
か
が
え
る
が
、　

一
方
、

同
時
期
の
資

料
が

「
昨
春
来
李
憲
、
自
武
、

桂
坪
春
等

ハ
神
奈
川
県
下

二
於
ケ
ル

鮮
人
労
働
者
ノ
収
蹟
ヲ
企
テ
タ
ル
モ
却
テ
反
感
フ
購
ヒ
震
災
後
再
ヒ

団
体
ト
ノ
提
携

二
志

シ
テ
拒
絶
サ
ン
タ
」
理
と
し
て
い
る
。

李
憲
ら

は
二
二
年

一
一
月
に
東
京
朝
鮮
労
働
同
盟
会
を
結
成
し
、

早
く
も
二

三
年
春
か
ら
神
奈
川
で
の
組
織
化
を
試
み
、

失
敗
し
た
わ
け
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
頃
ま
で
は
、

神
奈
川
に
朝
鮮
人
の

一
貫
し
た
労
働
運

動
は
な
く
、

散
発
的
な
労
働
者
の
動
き
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
と
、

朝
鮮
人
間
の
相
互
救
済
や
親
睦
の
た
め
の
団
体
が
不
活
発
な
ま
ま
存

在
す
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。

だ
が
、

二
四
年
頃
か
ら
在
日
朝
鮮
人

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て

（石
坂
）

も
急
増
し
始
め
、

民
族
差
別
賃
金
の
現
実
な
ど
か
ら
の
在
日
朝
鮮
人

労
働
者
の
自
覚
も
高
ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

二
四
年

一
〇
月
二
六

日
、

横
浜
在
住
の
朝
鮮
人
が
相
互
扶
助
の
団
体
の
設
立
を
め
ざ
し
て

懇
談
会
を
も
っ
た
後
、　

一
一
月
二
日
午
後
八
時
半
か
ら
横
浜
公
園
公

衆
集
会
所
で
六
〇
人
ほ
ど
の
参
加
に
よ
り

「在
浜
鮮
人
救
済
団
体

『愛
護
会
と

が
発
会
式
を
行
な

っ
た
。
こ
の
集
会
で
は
、

か
つ
て

「鮮
人
労
働
組
合
」
と
い
う
団
体
の
主
幹
だ
っ
た
李
誠
七
が
発
起
人

総
代
と
な
り
、

後
援
者
と
し
て
横
浜
市
社
会
局
に
勤
務
す
る
金
斗
萬
、

横
浜
地
裁
嘱
託
通
訳
の
朴
容
夏
、

神
奈
川
町
在
住
の
早
稲
田
大
生
文

錫
柱
ら
が
名
を
連
ね
、

李
を
選
挙
で
会
長
に
選
出
し
た
。
こ
の
動
き

は
、

翌
二
五
年
に
も

っ
と
は
っ
き
り
し
た
形
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の

で
後
述
し
よ
う
。

二
四
年

一
一
月
に
は
、

箱
根
国
道
中
山
崎
切
通
し
で
作
業
に
従
事

中
の
朝
鮮
人
土
工
数
十
人
が
賃
金
不
払
に
怒
り

「
騒
ぎ
出
」
す
、　

一

二
月
に
は
同
じ
く
箱
根
の
朝
鮮
人
土
工
代
表
の
数
人
が
小
田
原
署
を

訪
れ
工
事
の
請
負
人
に
賃
金
を
払
わ
せ
る
よ
う
陳
情
す
型
な
ど
、

朝

鮮
人
労
働
者
も
動
き
始
め
て
い
た
。

Ｂ
、

横
浜
朝
鮮
合
同
労
働
会
の
結
成

一
九
二
五
年
二
月
初
め
頃
、

愛
護
会
は
横
浜
市
岡
野
町
二
四
番
地

に
事
務
所
を
移
し
、

文
錫
柱
を
新
会
長
と
し
、

幹
部
を
交
代
し
役
員

を
整
え
て
、

横
浜
市
内
を
は
じ
め
県
下
各
地
で
会
員
を
募
集
、

共
済

活
動
を
活
動
の
中
心
と
し
て
三
月
に
再
発
足
す
る
こ
と
と
決
定
し
た
。

史
苑

（第
四
三
巻
第

一
号
）
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こ
こ
で
文
錫
柱
と
い
う
人
物
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
は

二
月
二
二
日
、

東
京
で
在
日
労
総
の
創
立
大
会
が
開
か
れ
た
際
、

執

行
委
員
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
愛
護
会
の
再
編
は
在
日
労

総
の
発
足
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ま

た
、

当
初
の
会
長
の
李
誠
七
は
形
ば
か
り
の
も
の
で
、

実
権
は
む
し

ろ
文
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

早
大
の
学
生
で
あ
る
文
は

朝
鮮
人
中
の
数
少
な
い
知
識
人
と
し
て
、

ま
た
東
京
で
の
中
央
の
動

き
と
つ
な
が
り
を
持

つ
人
物
と
し
て
、

重
要
で
あ
る
。

実
際
に
李
誠

七
は
そ
の
後
の
神
奈
川
の
運
動
に
ほ
と
ん
ど
登
場
し
て
い
な
い
。

そ
し
て
も
う

一
つ
重
要
な
の
は
、
こ
の
二
五
年
の
遅
く
と
も
四
月

に
は
金
天
海
が
横
浜
に
登
場
し
た
こ
と
だ
。
こ
の
年
、

横
浜
の
労
働

団
体
の
合
同
主
催
に
よ
る
メ
ー
デ
ー
が
企
画
さ
れ
、

四
月
二
二
日
、

自
由
労
働
者
組
合
の
山
上
房
苦
ら
が
代
表
と
し
て
県
特
高
課
を
訪
問

し
た
際
、

「朝
鮮
労
働
代
表
金
天
海
」
が
入

っ
て

い
る

の
で
あ
範

朝
鮮
人
団
体
と
し
て
は
朝
鮮
労
働
愛
護
会

（前
記
愛
護
会
が
名
称
を

改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
・
朝
鮮
労
働
共
助
会
の
二
団
体
が
メ
ー
デ

ー
に
参
加
す
る
が
、

金
は
こ
の
二
団
体
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
、

文
が
地
歩
を
築
い
た
後
を
う
け
て
さ
ら
に
組
織
化
を
進
め
る
た
め
、

二
、

三
月
頃
ま
で
に
は
金
は
横
浜
に
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
年
の
横
浜
の
メ
ー
デ
ー
は
横
浜
公
園
に
八
団
体

五
千
人
の
労
働
者
が
結
集
し
、

神
捺
川
で
は
初
め
て
前
記
二
団
体
の

朝
鮮
人
の
組
織
的
参
加
が
あ

っ
柘
宇
こ
の
二
団
体
の
共
同
行
動
は
、

碑帥れ娩た⌒な地一報中劫班忠唯却い晦帥的味爆願帥韓伽唯わ

晦弗嫉崇嘘郵犠韓和い錬煉巾軸鞠つ労印堵団体と横浜朝鮮合

し歳焼一動到唯い鞠難舶”鮨約嚇鞠徹韓搬浜レ勝峰的着ヵミ煽榔

柱レルあセ韓つ迎々
時締鞠キ錬昨い巾姉簾譲脚韓的傷琳嚇焼強翔

瑠車施姫暉鴻勲輪鱒知搬”納報義郷報馳狩陥跡貯購嫌隷知

的娃躍“娘的人「悔麹販郷設一中弾嚇力ヽ商Ⅶ願帥卵縣輸推時募鮪

合却力抑推印朝メ倖静酌が舶多韓嘲帥貯期議期韓敷雄詢焼ぜ

却帥陣醜緋駒韓鱒庁的莉市御炉螂紳燥仰ヤ紳榊帥帥つ追坤堆ヽ

囃鋤親〕娘脚や晩張弗物郷強輔説酌婆雌榊蛙難頗勤煎兜族

的離娘畑申穀▼螂紳媒蜘ヤ名「拝綴韓朔鵠嬢畔蜂時筆独串庁

ぬ卦韓伊日労総に加盟していない横浜朝鮮合同労働会は、

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て

（石
坂
）

さ
ら
に
他
の
朝
鮮
人
団
体
と
の
合
同
の
動
き
を
も
た
ら
し
た
。

七
月

一
一
日
、

前
記
二
団
体
に
加
え
、

朝
鮮
労
働
同
志
会

（代
表
桂
南

守
）
・
朝
鮮
人
同
志
会

（同
姜
鱗
彬
）
の
四
団
体
が
合
同
し
、

横
浜

却榊始却待す（働牲拘能錬嚇弾姉貯『抑具の昨狛鴫義（卿燕頗牟鶏

揮
し
人
類
共
同
の
幸
福
を
享
有
し
以
て
職
業
的
人
格
を
向
上
せ
し

む
」
と
い
う
方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

金
天
海
や
文
錫
柱
の
当

時
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
う
る
材
料
が
な
い
。
事
務
所
は
朝
鮮
労
働

愛
護
会

初
マ
れ
を
う
け
つ
ぎ
、

発
足
当
初
は
在
日
労
総
に
加
盟
は
し

て
い
な
い
。

以
上
で
み
た
よ
う
に
、

横
浜
朝
鮮
合
同
労
働
会
は
文
や
金
の
組
織

活
動
を
通
し
て
在
日
労
総
の
影
響
の
下
に
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

発
足
し
た
在
日
労
総
が
労
働
者
階
級
の
解
放
を
う
た
っ

て
い
た
こ
と
が
、

横
浜
で
直
接
反
映
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、

そ
れ
ま
で
有
名
無
実
の
団
体
で
占
め
ら
れ
実
体
の
な
か

っ
た
神
奈
川
の
在
日
朝
鮮
人
運
動
に
お
い
て
、
こ
の
横
浜
朝
鮮
合
同

労
働
会
の
発
足
は
画
期
的
な
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。

そ
れ
は
そ
の
後

の
活
動
で
も
示
さ
れ
て
い
↑
ｏ

ぉ
り
し
も
、
こ
の
年
二
月
に
は
総
同
盟
の
分
裂
に
よ
り
日
本
労
働

組
合
評
議
会

（略
称
評
議
会
）
が
発
足
し
た
が
、

神
奈
川
で
は
こ
の

こ
ろ
総
同
盟
の
勢
力
が
極
度
に
落
ち
こ
み
、

評
議
会
系
が
優
勢
で
あ

っ
た
。

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
日
本
労
働
組
合
関
東
地
方
評
議
会

一
一
月
二
二
日
、　

一
月
会

・
三
月
会

・
在
日
労
総

。
在
日
本
朝
鮮
無

能騰静帥地犯鮭脳取Ⅵ帥齢忠運「璃卯葬鞭券力ヽ朝榊鞠梯靴級団

こ
の
年
は
震
災
復
興
工
事
が
終
息
し
始
め
朝
鮮
人
の
失
業
が
目
立

ち
始
め
る
ほ
か
、

賃
金
不
払
に
よ
り
三
月
と
六
月
に
国
府
津
、　
一
一

月
に
小
田
原
で
、

賃
金
切
下
に
よ
り
七
月
に
日
吉
村
で
、

そ
れ
ぞ
れ

朝
鮮
人
労
働
者
が
行
動
を
お
こ
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま

た
、

国
府
津
で
は
七
月
に
日
本
人
と
の
賃
金
差
別
に
怒

っ
た
朝
鮮
人

数
名
が
日
本
人
を
袋
だ
た
き
に
す
る
事
件
も
記
録
さ
れ
て
い
視
ギ
し

か
し
、

横
浜
朝
鮮
合
同
労
働
会
も
労
働
者
を
組
織

・
指
導
す
る
力
量

は
な
く
、

朝
鮮
人
労
働
者
の
動
き
は
自
然
発
生
的
な
段
階
に
あ
る
。

Ｃ
、　

一
九
二
六
年
の
活
動

一
九
二
六
年
に
は
、

東
京
府
下

キ
島
玉
の
井
で
三
月
二

一
日
、

在

里
労
総
関
東
連
合
大
会
を
開
い
た
。
こ
の
関
東
連
合
で
金
天
海
が
委

員
長
に
、

ま
た
朝
鮮
労
働
同
志
会
か
ら
横
浜
朝
鮮
合
同
労
働
会
に
参

加
し
た
経
南
守
が
中
央
委
員
に
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
時
点

ま
で
に
横
浜
朝
鮮
合
同
労
働
会
が
在
日
労
総
に
参
加
し
た
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。

横
浜
で
は
労
働
団
体
の
合
同
主
催
に
よ
り
二
月
七
日
、

羽
衣
演
芸

館
に
て

「
労
働
組
合
法
案
及
争
議
調
停
法
案
反
対
演
説
会
」
が
開
か

れ
、

横

（
浜

蜘
鮮
合
同
労
働
会
も
参
加
、

金
天
海
が
弁
士
の

一
人
と
し

て
演
説
し
た
ｏ
こ
の
年
の
メ
ー
デ
ー
で
は
、　

一
一
組
合
約
四
千
人
の

一- 44 -―- 45 -一
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結
集
の
中
で
、

横
浜
朝
鮮
合
同
労
働
会
は

一
五
〇
人
が
参
加
し
商
ギ

四
月
二
六
日
に
は
朝
鮮
の
国
王
純
宗
が
死
去
し
、

朝
鮮
本
国
で
は

上
ハ
月

一
〇
日
の
国
葬
日
に
大
規
模
な
示
威
運
動
が
行
な
わ
れ
る
。

神

奈
川
で
も
箱
根
湯
本
で
三
百
余
人
、

小
国
原
で
四
百
余
人
の
朝
鮮
人

鱒
等
即
嚇
晩

行
な

っ
た
ほ
か
、

各
所
で
朝
鮮
人
は
い
ず
れ
も
奉
悼

・

一
方
、
こ
の
年
の
夏
頃
ま
で
に
は
、

寒
川
に
合
同
労
働
会
の
支
部

か
箕
き
名
称
も
神
奈
川
朝
鮮
合
同
労
働
会
と
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
組
織
が
拡
大
し
て
き
た
か
ら
か
、

神
奈
川
朝
鮮
合

帥
競
鞠
拳
求
帥
は
輸
症
Ⅵ
『
庁
貯
鞠
弾
燦
細
い
印

つ 鮮
つ
帥

つ 青
呼
却
つ

だ
。

だ
が
、

前
年
発
足
し
て
い
た
横
浜
労
働
組
合
協
議
会
が
二
十
六

年

一
一
月
八
日
の
協
議
委
員
会
で
組
織
拡
大
を
決
定
、　

一
五
日
の
協

議
委
員
会
で
は
横
浜
合
同
労
働
組
合
か
ら
神
奈
川
朝
鮮
合
同
労
働
会

を
勧
誘
す
る
こ
と
と
し
、

実
際
に
加
盟
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
年
も
九
月
二
日
、

神
奈
川
朝
鮮
合
同
労
働
会
は
横
浜

一 の
時
卸
棘
媒
輔
兼
却
葬
鉢
棒
弾
毅
却
帥
趣
坤

会
を
行
な
い
、

朝
鮮
人

官
憲
に
よ
れ
ば

一
九
二
六
年

一
月
か
ら

一
〇
月
ま
で
の
間
に
九
件

の
べ
九
四
二
人
の
朝
鮮
人
が
神
奈
川
県
で
労
働

「紛
擾
」
に
関
わ

っ

た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ひ
か
え
め
で
あ
る
。

記
録
さ
れ
て
い
る
限

り
で
も
賃
金
問
題
を
め
ぐ

っ
て
二
月
と

一
〇
月
に
川
崎
、

二
月
に
寒

一川
、

七
月
に
箱
根
宮
城
野
、

八
月
に
茅
ケ
崎
、

九
月
に
根
府
川
で
朝

鮮
人
労
働
者
が
動
い
て
お
り
、

解
層
問
題
で
も
九
月
に
保
土
ケ
谷
ト

ン
ネ
ル
や
柏
尾
川
改
修
工
事
で
朝
鮮
人
労
働
者
の
動
き
が
あ
る
。

特

無
劫
癖
劇
敵
勒
車
力ヽ 事
巾
つ 朝
卿
忠
鞠

百
名
の
解
歴
問
題
に
は
横
浜
か
ら

こ
の
よ
う
に
、

在
日
朝
鮮
人
運
動
が
少
し
ず

つ
活
発
化
す
る
こ
と

に
、

内
務
省
で
は

「
今
ヤ
朝
鮮
人
ノ
組
合
運
動
モ
年
ヲ
遂

フ
テ
隆
勢

二
趨
キ
ツ
ツ
ア
ル
ヲ
以
テ
、

内
地

二
於
ケ
ル
無
産
階
級
解
放
運
動

ニ

一
大
偉

肋
つ
示
ス
モ
遠
キ

ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
キ
カ
ト
予
想
セ
ラ
レ
サ
ル

ニ
ア
ラ
ス
」
と
し
て
お
り
、

当
局
の
意
向
を
う
け
て
か
相
愛
会
が
在

日
労
総
な
ど
朝
鮮
人
団
体
を
さ
か
ん
に
襲
撃
し
て
い
る
の
も
日
に
つ

く
。

神
奈
川
県
て
は
こ
の
年
二
月
、

「
内
鮮
融
和
」

を
目
的
と
し
て

内
鮮
協
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

内
鮮
協
会
は

一

①
月
に
財
団
法
人
と
し
て
内
務
省
の
正
式
認
可
を
う
け
強
が
、

既
に

春
か
ら
講
演
会
な
ど
を
各
地
で
開
催
し
宿
泊
所
建
設
な
ど
を
め
ざ
し

て
活
動
し
た
ｏ
と
こ
ろ
が
、

講
演
活
動
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
の
と

競
わ
舶
れ
許
貯
読
帥
湖
鞭
地
軸
卵
萌
雅
暇

「 の
輸
餞
離
輸
与
舜
嘘
瑚
兼

板
が
い
か
に
偽
善
的
で
無
力
な
も
の
か
を
朝
鮮
人
大
衆
に
知
ら
し
め

る
結
果
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

し↑〓獅↑殖伸庁却繭翔唯癖説榊却床輔出一締嚇鋒徒勘健

者
と
し
て
年
末
に
金
天
海
が
逮
捕
さ
れ
濯
。

事
実
関
係
は
不
明
だ
が
、

翌
年
に
は
裁
判
に
ま
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

神
奈
川
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
労
働
運
動
は

一
九

二
五
年
、

東
京
か
ら
の
組
織
の
努
力
が
実
る
こ
と
で
本
格
的
な
形
成

を
み
た
。

同
時
に
そ
う
し
た
働
き
か
け
を
受
け
入
れ
る
朝
鮮
人
労
働

者
の
自
覚
も
背
景
と
し
て
指
摘
す
べ
き
だ
ろ
う
。

発
足
当
初
は
わ
ず

か
だ

っ
た
組
織
員
も

一
九
二
六
年
に
は

一
五
〇
人
程
度
の
動
員
が
可

能
な
と
こ
ろ
ま
で
伸
び
、

関
東
大
震
災
虐
殺
同
胞
の
追
悼
会
を
も
つ

こ
と
で
民
族
的
団
結
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
わ

し
か
し
、

労
働
現
場
を
中
心
と
す
る
日
常
的
活
動
は
ま
だ
展
開
さ
れ
る
に
至

っ

て
い
な
い
段
階
と
思
わ
れ
る
。

０
展
開
期

（
一
九
二
七
～
九
）

Ａ
、　

一
九
二
七
年
の
活
動

金
天
海
は
二
七
年

一
月
早
々
に
公
判
が
開
か
れ
懲
役
十

ヶ
月
の
有

罪
判
決
が
ほ
ど
な
く
下
さ
れ
た
が
、

金
は
控
訴
し
二
月
三
日
、

横
浜

へ
護
送
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で

一
回
目
の
公
判
や
護
送
の
日
に
は
朝
鮮

人
の
親
方
連
が
三
、

四
十
人
も
）や

っ
て
来
て
金
を
激
励
し
て
い
る
こ

と
は
非
常
に
興
味
深
い
。

神
奈
川
朝
鮮
合
同
労
働
会
が
ま
だ
親
方
レ

ベ
ル
ま
で
し
か
関
係
づ
く
り
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

だ
が
親
分
連
と
い
っ
て
よ
〕ひ
と
た
び
請
負
人
が
賃
金
を
持
ち
逃

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て

（石
坂
）

げ
す
れ
ば
土
工
と

一
緒
に
被
害
を
う
け
る
位
置
に
い
る
こ
と
は
留
意

せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

そ
し
て
、
内
鮮
協
会
よ
り
も
そ
れ
に
対
抗
す
る

金
の
主
張
が
正
し
い
こ
と
は
お
の
ず
と
感
じ
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

内
鮮
揚
会
自
身
、
こ
の
年
六
月
に
疑
獄
事
件
が
露
見
し
て
、

そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
失
墜
さ
せ
た
。

一
方
、

三
月
二
〇
日
、

東
京
府
下
戸
塚
の
松
月
亭
で
在
日
労
総
関

東
連
合
会
第
二
回
が
開
か
れ
、

民
族
的
単

一
党
結
成
に
努
力
す
る
こ

と
、

労
働
農
民
党
を
支
持
す
る
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。

続
い
て

四
月
二
〇
～

一
日
に
か
け
て
在
日
労
総
第
三
回
大
会
が
開
か
れ
、

新

綱
領
と
大
会
宣
言
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

各
地
に
ば
ら
ば
ら
に
結

成
さ
れ
た
団
体
の
連
合
体
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
従
来
の
在
日
労

総
の
体
制
を
再
編
、　

一
府
県
単

一
組
合
へ
統
合
す
る
原
則
を
樹
立
し
、

鋼犠作却帥巾鞭路準如端弾綿勤鶏へ会韓り悔雑性確的熊貯恕

働
会
は
在
日
労
総
神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
と
な

っ
た
。

神
奈
川
で
は
二
月
二
三
日
、

官
憲
の
弾
圧
に
屈
さ
ず
寒
川
支
部
第

三
回
大
会
が
行
な
わ
れ
、

支
部
委
員
長
に
樫
南
守
を
選
出
、

六
月
五

日
に
は
川
崎
公
会
堂
で
川
崎
支
部
発
会
式
を
挙
行
し
た
。

神
奈
川
朝

労
は
八
月
二
日
、

横
浜
の
基
督
青
年
会
館
で
第
五
回
臨
時
大
会
と
と

弾中治「『榊的的柳靴判卿癖鋼唯庁韓囀期す帥紳咋鞭オ巾弾

請
負
業
組
合
な
ど
に
抗
議
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

代
表
者
工
名

―- 46 -―
―- 47 -一
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、か

一
①
日
、

神
奈
川
県

・
横
浜
市

・
復
興
局
出
張
所
訪
れ
決
議
文
を

却
抑
ｒ
碁
鵜
蒙
細
い
都
塊

．
労
働
者
虐
待
な
ど
を
な
く
す
よ
う
監
督

九
月
に
は
朝
鮮
で
朝
鮮
共
産
党
の
公
判
が
始
ま
る
が
、

神
奈
川
朝

労
で
は
九
月
二
五
日
、

総
督
府
怯
務
部
と
地
方
法
院
に
抗
議
文
を
、

弁
護
団
に
は
激
励
文
を
送

っ
続
ド

関
東
大
震
災
の
同
胞
虐
殺
追
悼
会

は
、

九
月
三
日
横
浜
の
中
華
和
親
会
館
で
神
奈
川
朝
労
が
、

四
日
寒

川
村
相
模
工
業
秒
利
場
で
寒
州
支
部
が
、

七
日
川
崎
公
会
堂
で
川
崎

支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
年
も
賃
金
の
引
下
や
不
払
に
よ
り
多
く
の
紛
争
が
記

録
さ
れ
て
い
る
が
、
自
然
発
生
的
な
動
き
と
と
も
に
、

組
織
だ

っ
た

動
き
も
現
わ
れ
始
め
る
。

三
月
に
神
奈
川
県
営
砂
利
採
取
場
の
朝
鮮

人
が
組
合
を
結
成
し
賃
下
に
対
腔
、

五
月
に
は
川
崎
で
秒
利
採
取
に

萩
指
す
る
朝
鮮
人
生
工
七
〇
人
が
賃
下
に
抗
し
て
ス
ト
を
し
要
求
買

帥
，
法

噺
・離
執
勤
抑
郵
端
畔
押
昨
時
琉

勲
抑
柳
勲
鮨
的
抑
坤

人
が
六

こ
の
よ
う
に
、

組
織
の
整
備

・
拡
大
か
ら
具
体
的
な
労
働
現
場
の

課
題

へ
の
取
組
の
姿
勢
、

そ
し
て
争
議
の
指
導
が
あ

つ
た
か
ど
う
か

は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
労
働
者
の
動
き
が
組
織
だ
っ
た
も
の
に
な

り
始
め
て
い
る
こ
と
は
、

神
奈
川
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
労
働
運
動
が

新
し
い
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
、
こ

の
年
三
月
、

神
奈
川
県
特
高
課
に
内
鮮
係
が
新
設
さ
れ
迎
。

対
」
の
一
項 ン
取
応
え 「
卿
榊
犠
鞠

者
に
加

へ
る
凡
ゆ
る
差
別
絶
対
反

各
支
部
の
活
動
も
活
発
で
あ
る
。

寒
川
支
部
は
七
月

一
日
か
ら
七

日
を
朝
鮮
増
兵
反
対
週
間
と
し
て

「朝
鮮
増
兵
反
対
、

朝
鮮
総
督
暴

誰軸鞠販哨す技帥紳等数帥時確月ス許コゅゥ離魏軸鳴廟錬碑

勤熊人「却熱弾暮敬湘郭筋軸剰な
「演輸罐ヰ嬢榊雅戒中券喉わ

です中蛇姉強い楚町験堵〔線線篠鞠離狩恐れた警察は、八

舶た幼鞠ゆす「榔靭婦玲用けれ致勝竹御陀却紳所ヵ、抑後卿・奈蜘

稼礼幹部十余名を検束、横察〔賀支部でも同様の事態となっ

そ
れ
で
も
九
月

一
九
日
に
は
横
浜
の
長
者
館
で
神
奈
川
朝
労
主
催

れ攻的憲「頓鞭等鼓知ヤこ。屯的券晦帥半韓帥略汁募申桁辞巾中

御
大
典
が
行
な
わ
れ
る
の
を
日
実
に
神
奈
朝
労
幹
部
を
弾
圧
し
、　

一

〇
月
二
五
日
に
は
同
本
部
事
務
所
を
包
囲
、

捜
索
し
て
金
天
海

・
李

戒
百

・
徐
鎮
文
ら
を
検
束
、

並
行
し
て
東
横
浜
の
金
光
済

・
金
泰
圭
、

帥
彩
韓
れ
（
の

割
鞠

争
卿
端
韓
い
樺
剰
巾
韓
却
留
執 ．
催
豹
韓
中
が
秘
徐 々
疑

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ

っ
て

（石
坂
）

時
一
庄
棚
廷
詢
や
鞠
捺
柳
銅
め

抽
隷
紳
わ
郭
弾
脚
卵
柳
餞
嫌
貯
晩
也

が
、

屋
外
で
演
説
が
行
な
わ
れ
た
の
を
き

っ
か
け
に
会
衆
が
警
官
隊

碇
輸
突
し
、

ひ
ど
い
暴
行
を
ふ
る
わ
れ
た
う
え
四
二
名
が
検
東
さ
れ

た
。
こ
れ
に
抗
議
し
て
神
奈
川
朝
労
と
労
農
党
神
奈
川
支
部
連
合
会

諏薙新鶏時残堆漸討会一俺鋤要一漱麹誰銀牧理腋き「鯛囃嚇勤韓

翔モ館水嘘徳喉輪均帥囃』冴噺率行彬鮨荘導線的舶軸晦諦的

抽鞠錠餞帥ｋ榊榊報難榊嘲確軸い警顎韓中↓夢雅嚇鵡い唯

却様嘲却けゆり堰協的な闘いの姿勢を示し、その声価を高

Ｂ
、　

一
九
二
八
年
の
活
動

一
九
二
八
年
、

神
奈
川
朝
労
で
は
三
つ
の
新
し
い
支
部
が
出
発
し

た
。

三
月
二
二
日
横
須
賀
支
部
が
成
立
、

六
月
に
は
東
横
浜
支
部
が

成
立
、

八
月

一
二
日
に
は
西
横
浜
支
部
が
成
立
し
て
い
る
。

西
横
浜

―
に
三
八
〇
人
を
動
員
し
、

金
天
海
が
弁
士
の
一
人
と
し
て
発
言
、

文
は
以
前
か
ら
心
臓
脚
気
を
病
ん
で
い
た
が
、

獄
中
で
暴
行
を
う
け
、

同
志
と
と
も
に
抗
議
の
断
食
も
行
な
っ
た
。

徐
は

一″
一
月

一
六
日
、

つ
い
に
立
つ
こ
と
も
話
す
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
警
察
も
彼
を
釈
放

し
た
。

翌

一
七
日
、

徐
は

「無
産
階
級
解
放
万
歳
！
早
く
李
成
百
君

を
救

へ
！
俺
は
も
う
生
れ
な
い
」
と
叫
び
つ
い
に
絶
命
し
た
と
い
殊
理

朝
鮮
人
の
怒
り
を
恐
れ
た
警
察
は
、　

一
八
日
ま
た
も
神
奈
川
朝
労
本

部
を
襲
い
弾
圧
を
加
え
た
が
、

神
奈
川
朝
労
は
二

一
日
、

五
百
余
名

で
革
命
歌
を
歌
い
な
が
ら
死
骸
を
守
り
組
合
葬
を
行
な
い
、

久
保
山

の
火
葬
場
ま
で
六
キ
ロ
に
わ
た
リ
デ
モ
を
し
た
。

こ
う
し
た
警
察
権
力
の
弾
圧
は
、

神
奈
川
朝
労
が
発
展
し
て
き
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

労
働
争
議
に
関
し
て
も
、

神
奈
川
朝
労
が
新
党
準
備
委
員
会
と
共
同
で
寒
川
村
茶
野
の
工
事
場

の
日
朝
労
働
者
二
Ｏ
①
人
の
賃
金
支
払
要
求

（八
月
）
、

中
郡
大
田

村
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
労
災
手
当
要
求

（八
月
）
を
指
導
、
ま
た
、

実
川
支
部
が
平
塚
花
水
川
工
事
の
朝
鮮
人

一
〇
〇
人
の
賃
金
支
払
要

求

（三
月
）
、

神
奈
川
県
営
砂
利
部
の
朝
鮮
人
八
〇
人

の
賃
下
抗
議

（九
月
）
な
ど
を
指
導
し
て
、
し
ば
し
ば
要
求
を
貫
徹
し
た
。
こ
の

他
に
、

鶴
見
浅
野
造
船
所
で

一
九
二
二
年
以
来
何
ら
の
問
争
も
み
な

い
と
い
わ
れ
た
沈
黙
を
破
，
こ
の
年
九
月
二
九
日
、

熔
鉱
炉
の
朝
鮮

人
人
夫

一
〇
〇
人
が
賃
上
を
要
求
し
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
、

ヨ

①

唖
印
時
的
＋
築
鵡
朔
艘
昨
翻
帝
稗
鞠
晦
」
犠
袈
〕
弾
鶏
品
聴
切
鵜
わ
れ
。
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ま
た
、
こ
の
年
朝
鮮
で
大
き
な
水
害
の
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

神
奈

知
的
印
印
車
坤
”
申
“

卿
囃
献
取
沖
張
劇
暇
締
唯
待
確
雑
舶
弛
湘
郁

一
九
二
八
年
は
神
奈
川
朝
労
の
六
支
部
全
部
が
出
揃
い
、　

一
千
人

を
も
動
か
し
う
る
動
員
力
を
背
景
に
積
極
的
な
政
治
闘
争
を
行
な
い
、

権
力
と
激
し
く
抗
争
す
る
と
同
時
に
、

各
支
部
は
班
組
織
な
ど
に
よ

り
日
常
的
経
済
活
動
に
ま
で
基
盤
を
作

っ
て
取
り
組
み
な
が
ら
争
議

も
指
導
し
た
。

活
動
の
最
も
高
揚
し
た
年
と
も
い
え
よ
う
。

Ｃ
、　

一
九
二
九
年
の
活
動

所

一
効
唯
功
師
宇

鋤
時
市
印
ば
勲
い
な
時
期
的
締
鞠
韓
競
紳
申
姉
〕
ヽ

こ
の
頃

一
二
五
〇
人
分
の
仕
事
し
か
な
く
、

常
時
三
、

四
千
人
が
仕

事
が
で
き
な
い
た
め
、

大
挙
し
て
お
し
か
け
た
労
働
者
た
ち
が
職
を

要
求
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
川
崎
で
も
川
崎
社
会
館
に
止
宿
し
て
い

（
た

錦
由
労
働
者
九
十
余
名
が
自
由
労
働
者
組
合
結
成
に
む
け
動
き
だ

し
た
。

こ
う
し
た
中
で
神
奈
川
朝
労
は
二
月

一
八
日
横
須
資
支
部
、

二
〇

日
東
横
浜
支
部
、

二
二
日
西
横
浜
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
第
二
回
大
会
を

開
き
、

四
月
八
日
に
は
横
浜
公
園
前
の
基
督
青
年
会
館
で
神
奈
川
朝

労
の
第
七
回
定
期
大
会
を
行
な

っ
た
。

横
須
賀
支
部
の
大
会
を
見
る

と
、

①
八
時
間
労
働
制
獲
得
②
最
低
賃
金
法
獲
得
③
自
由
労
働
者
傷

時中申中申中印豹巾中お家紳中時中巾晦軸中購賤嘘狂却け

だ
が
ほ
ど
な
く
相
愛
会
と
の
激
し
い
闘
い
が
始
ま
る
。
日
頃
か
ら

強
引
な
入
会
勧
誘
で
問
題
と
な

っ
て
い
た
相
愛
会
が
、

川
崎
で
神
奈

川
朝
労
組
合
員
に
暴
行
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
、

五
月

一
四

日
の
夜
、

川
崎
市
の
渡
国
で
神
奈
川
朝
労
と
相
愛
会
の
乱
闘
が
お
こ

っ
た
。

そ
の
後
も
相
愛
会
が
再
襲
撃
し
た
た
め
争
い
は
拡
大
し
、

双

姉搬熱韓輸禁勤麹姉牟和焼鵜起ヵミ軸章庁翻喉脚帥貯脚中別軸

中学中中む”お中奪幸申〕巾印却中車時中抑帥率的申”の　す

者
の
組
織
化
②
民
族
的
差
別
賃
金
撤
廃
③
最
低
賃
金
制
獲
得
④
失
業

反
対
運
動
⑤
反
動
団
体
撲
滅
⑥
渡
日
労
働
者
渡
航
阻
止
へ
の
反
対
運

動
②
在
東
京
朝
鮮
労
働
者
駆
遂
計
画
反
対
運
動
な
ど
を
討
議
し
て
い

る

。こ
の
件
の
公
判
は

一
一
月
に
始
ま
っ
た
が
、　

〓

一月
二
三
日
、

神

奈
川
朝
労
側
で
は
桂
貴
錫
の
み
実
刑
で
他
は
執
行
猶
予
、

相
愛
会
側

で
は
二
人
が
実
刑
で
他
は
執
行
猶
予
と
い
う
判
決
だ

っ
面
ギ

東却詐卿卿勝和味わ呼熱劫脚時荘ぼか淵一浜一の唯一瀬囃中岬

横
浜
の
新
寿
館

（
に

生
百
余
名
が
結
集
し
虐
殺
さ
れ
た
徐
鎮
文
の
一
周

忌
の
追
悼
会
を
も
ち
団
結
を
固
め
た
。

こ
の
一
九
二
九
年
は
、

神
奈
川
朝
労
の
主
体
的
力
量
の
高
ま
り
と
、

日
本
経
済
状
況
の
悪
化
か
ら
、

前
年
以
上
に
争
議
指
導
も
組
織
化
さ

陶婦韓鋭れ焼中蜘釣無射弗一鞭本噺弥垣磨靴諏昨的庫筆峰帥

勒帥賄蜘犠譲キ卦中軸帥小穀唯叶幹晴秘鞠囃い帥取確嚇雑

嘩卵蔽準嘩巾に醐唯↑郷ィ探町してぉり朝鮮人労者の問い

場的駒佳畑対舶李郵韓余ヶ徳ル嚇貌姉熱樋聯約防軸娩蜘車鈴

嵯却つ撤鵜的紳卿砕ス取岬印鞠締し（③鞭靴聴籍悔朝一却〔弛翰敗輩

螂的申沖韓四．略法准峠囃啄球唯鞠ω鮨却を約勢等婦能輔曜

鞠販”舞嚇療態紳期農つカロ浅生ため、争議は要求を撤回し就

ま
た
、

横
浜
市
神
奈
川
区
千
若
町
に
あ
る
日
清
製
油
株
式
会
社
横

浜
工
場
は
約
百
五
十
名
の
従
業
員
が
い
た
が
、
う
ち
六
六
人
が
朝
鮮

人
で
、

朝
鮮
人
労
働
者
は
臨
時
工
と
し
て
差
別
さ
れ
て
い
た
ｏ
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
朝
鮮
人
従
業
員
は

一
月

一
四
日
、

①
賃
金
五
割
引
上

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て

（石
坂
）

抱
般
敷
嵯
抑
痢
薙
的
申
薙
薄
華
娘
齢
的
理
翻
捧
理

筆
齢
的
湘
唖
帥
拒

ひ
き
の
ば
し
た
の
で

一
六
日
、

神
奈
川
朝
労
の
指
導
で
ス
ト
に
突
入

し
た
。

結
局
二

一
日
、

下
村
工
場
長
と
会
見
し
臨
時
工
三
五
人
の
本

雇
化
と

一
部
労
働
者
の
賃
上
、

争
議
費
用
の
支
給
な
ど
の
条
件
で
妥

協
、

争
議
を
解
く
こ
と
と
し
不
充
分
な
が
ら

一
定
の
成
果
を
得
た
。

そ
の
後
、　

三

一月
九
日
、

組
合
同
盟
所
属
と
し
て
日
清
製
油
従
業
員

組
合
創
立
大
会
が
横
浜
の
柳
倶
業
部
で
行
な
わ
れ
、

関
根
喜
四
郎
の

端
譲
徹
拍
卿
府
弾
翔
蒋
捜
鞠
親
的
げ
『

朝
労
働
者
の
賃
金
差
別
撤
廃
、

こ
の
年
、

神
奈
川
で
は
失
業
問
題
に
深
刻
の
度
を
加
え
、

秋
に
積

浜
の
自
由
労
働
者

一
一
四
五
八
人
中
失
業
者
は
七
〇
四
〇
人
、

川
崎

で
も
五
四
〇
〇
人
ほ
ど
の
日
備
労
働
者
中
、

千
五
百
人
く
ら
い
が
失

、

美
し
て
い
た
。

横
浜
市
で
は

一
〇
月
か
ら
失
業
救
済
事
業
を
立
案
し
、

二
〓
日
か
ら
失
業
者
の
登
録
を
始
め
た
が
、

三

一
日
の
締
切
ま
で
に

登
録
者
は
前
年
比
二
千
名
増
の
七
五
〇
〇
人
に
達
萌
ギ

川
崎
市
も
三

〇
日
の

締
切
ま
で
で

一
〇
〇
〇
人
が
登
録
、
う
ち
八

一
八
人
が
朝
鮮

人
だ

っ
た
ｏ

横
浜
の
救
済
事
業
は
例
年
よ
り

一
ヶ
月
早
く

一
一
月
二

九
日
に
始
ま

っ
た
が
、

失
業
者
の
数
か
ら
い
っ
て
毎
日
ど
こ
ろ
か
隔

日
識
準
も
む
ず
か
し
く
、　

一
日
の
賃
金
も

一
円
四
〇
銭
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

そ
う
じ
た
中
で
、　

〓

一月

一
七
日
、

川
崎
の
戸
手
馬
絹
線
工
事
場
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の
日
朝
労
働
者
五
二
人
は
川
崎
市
役
所
に
お
し
か
け
、

関
東
自
由
労

組
川
崎
支
部
お
よ
び
神
奈
川
朝
労
川
崎
支
部
の
名
で
①
仕
事
を
毎
日

出
す
②
賃
金
三
割
引
上
③
七
時
間
労
働
④
傷
病
時
の
日
給
全
額
お
よ

び
治
療
費
の
支
給
⑤
雨
天
時
の
日
給
全
額
支
給
⑥
昼
休
み
を

一
時
間
、

隠
繭
討
却
韓
時
『
呼
雛
七

。
分
ず

つ
と
る
こ
と
、

な
ど
を
要
求
す
る

神
奈
川
朝
労
は
以
上
の
よ
う
に
神
奈
川
県
下
に
六
支
部
を
も
ち
、

民
族
的
団
結
を
固
め
、

本
国
で
の
闘
い
と
も
連
帯
す
る

一
方
、

次
第

に
労
働
現
場
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

朝
鮮
人
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
が

自
由
労
働
者
で
あ
り
、

そ
の
組
織
化
は
む
ず
か
し
く
は
あ

つ
た
が
、

民
族
的
労
働
組
合
と
し
て
の
結
集
軸
の
下
に
組
合
員
も
増
加
さ
せ
て

い
る
。

権
力
の
弾
圧
を
恐
れ
ぬ
果
敢
な
闘
い
も
、

朝
鮮
人
大
衆
の
信

頼
を
集
め
た
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
団
体
と
の
連
帯
は
、

評
議
会
系
の

組
合
や
労
農
党
、

新
党
準
備
委
員
会
が
中
心
で
あ
り
、

二
九
年
に
は

日
清
製
油
労
組
を
通
じ
た
組
合
同
盟
と
の
関
わ
り
や
、

関
自
川
崎
支

部
と
の
連
帯
が
行
な
わ
れ
た
。

０
解
消
期

（
一
九
三
〇
～

一
）

一
九
三
〇
年
に
半
年
以
上
に
わ
た

っ
て
闘
い
の
続
い
た
も
の
に
横

須
賀
市
深
田
町
で
飛
島
組
の
工
事
に
従
事
す
る
朝
鮮
人
生
工
の
闘
い

が
あ
る
。

既
に
二
九
年

一
二
月
に
会
社
側
が
通
告
も
な
し
に
賃
金
を

切
下
げ
た
こ
と
か
ら
朝
鮮
人
労
働
者
が
抗
議
し
賃
下
を
二
ヶ
月
遅
ら

せ
る
こ
と
と
な
る
事
件
が
起
き
て
い
た
が
、

賃
金
が
あ
ま
り
た

低
い

こ
と
か
ら
朝
鮮
人
土
工
百
余
名
は

一
月
二
三
日
、

①
賃
金
三
割
引
上

②
七
時
間
労
働
制
実
施

（従
来
は
十
時
間
）
③
負
傷
時
の
治
療
費
日

給
全
額
支
給
④
小
間
割
仕
事
撤
廃
⑤
雨
天
時
の
日
給
半
額
支
給
⑥
絶

郵呼瑠雑向中小一魂一々
腰藤一唯醜脚静帥痛向車ツたヨめ一般

を
運
が
手
当
を

一
銭
だ
け
引
上
げ
る
こ
と
を
認
め

一
応
終
わ
る
。
し

か
し
、

六
月

一
六
日
、

飛
島
組
が
三
百
名
の
朝
鮮
人
を
解
雇
し
た
た

め
、

労
働
者
側
は
神
奈
州
朝
労
の
李
成
百
を
代
表
に
立
て
、

今
後
の

仕
事
の
斡
旋
と
解
雇
手
当
を
要
求
し
た
が
、

会
社
側
も
強
硬
で
、

結

局
二

趙
「

、
要
求
の
二
割
程
度
の
解
一層
手
当
を
う
け
と
る
こ
と
で
妥

協
し
た
。

朝
鮮
人
労
働
者
た
ち
は
す
ぐ
に
で
も
職
を
探
さ
ね
ば
な
ら

な
い
た
め
翌
二

一
日
、

李
成
百
ら
は
市
役
所
と
職
業
紹
介
所
に
行
き

職
業
斡
旋
を
求
め
、
さ
ら
に
二
三
日
に
も
市
役
所
に
陳
情
し
た
が
、

嚇
酵
弾
晰
帥
郭
時
な
雅
魂
卯

つ 。
的
取

の
失
業
者
が
い
る
の
で
斡
旋
は

組
合
を
結
成
し
た
日
清
製
油
で
は
、

賃
上
や
職
場
環
境
改
善
な
ど

を
求
め
二
月
二
七
日
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
が
、

会
社
側
は
争
議

却勢却”印韓み以駅ギ．榊榊勢に一的湘一幸確諭華”軸舶輔蝶

本
人
三
人
の
復
職
を
通
し
た
だ
け
で
妥
協
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ｏ

ま
た
、

横
浜
の
薦
谷
製
紅
工
場
で
は
、

三
月
七
日
に
三
五
人
の
朝

鮮
人
従
業
員
に
対
し
、

従
来
の
一
二
時
間
労
働
を

一
六
時
間
に
延
長

す
る
こ
と
が
通
告
さ
れ
た
た
め
、

朝
鮮
人
労
働
者
は
七
項
目
の
要
求

書
を
提
出
し
神
奈
川
朝
労
の
指
導
で
ス
ト
を
行
な
っ
て
い
柄
ギ

四
月

一
日
現
在
、

内
務
省
社
会
局
の
調
査
に
よ
る
、

失
業
救
済
事

錬徒囀悌中つの印岬叡駒押菊晩輔韓姉癖却屯彰庫抑軸嚇鱒感

市
の
失
業
救
済
事
業
に
従
事
す
る
朝
鮮
人
の
代
表
が
市
役
所
を
訪
れ

仕
事
を
ふ
や
す
よ
う
陳
情
、

三
月
二
四
日
に
は
約
三
百
名
の
朝
鮮
人

労
働
者
が
、

失
業
救
済
事
業
の
三
月
末
打
切
に
反
対
し
て
市
役
所
に

お
し
か
け
李
成
百
ら
代
表
が
交
渉
、

三
月
三
〇
日
に
も
百
名
ほ
ど
の

朝
鮮
人
労
働
者
が
市
役
所
に
お
し
か
け
事
業
継
続
を
要
求
し
た
。
ま

た
、

川
崎
で
も
二
月
七
日
、

川
崎
市
の
失
業
救
済
事
業
に
従
事
す
る

日
朝
土
工
百
余
名
が
川
崎
市
役
所
に
お
し
よ
せ
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
を
破

壊
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
行
な
わ
れ
た
メ
ー
デ
ー
に
は
、

二

一
団
体
五
千
余

蕗
ｂ
横
浜
会
場
に
結
集
す
る
キ
で
神
奈
川
朝
労
は
五
百
名
を
動
員
し

た
。　

一
方
、

こ
の
年
の
川
崎
の
メ
ー
デ
ー
は
い
わ
ゆ
る
武
装
メ
ー
デ

ー
で
あ
る
。

神
奈
川
で
は

一
九
二
七
年
か
，
横
浜
と
川
崎
の
双
方
で

メ
ー
デ
ー
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

川
崎
は
総
同
盟
系
、

横
浜
は
左

派
系
に
よ
り
主
導
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
に
は
、

総
同
盟
組
合
員
を

含
む
共
産
主
義
青
年
同
盟
日
本
石
油
鶴
見
工
場
細
胞
が
中
心
と
な
り

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て

（石
坂
）

ピ
ス
ト
ル
・
鉄
棒

・
竹
槍
な
ど
を
持

っ
て
メ
ー
デ
ー
会
場
に
無
意
味

な
突
入
を
行
な
い
乱
闘
場
を
現
出
、

官
憲
に
よ
り
鎮
圧
さ
れ
た
。

神

強制御勢ル時却軸卿軸ルなメ巾号伸燕珍こ力口”毎い徳期的庫が

―
デ
ー
で
認
め
ら
れ
て
い
た

「
植
民
地
の
即
時
解
放
」
と
い
う
ス
Ｐ

Ｉ
ガ
ン
が
不
許
可
と
な
り
、

官
憲
側
も
厳
し
い
対
応
を
示
し
て
い
越
。

神
奈
川
朝
労
は
五
月
二
四
日
、

横
浜
の
高
北
館
に
百
五
十
余
名
を

集
め
定
期
大
会
を
開
き
、

①
民
族
的
差
別
お
よ
び
賃
金
差
別
即
時
撤

廃
②
七
時
間
労
働
実
施
③
労
働
者
に
仕
事
を
、

農
民
に
土
地
を
保
証

中力的鞠鞠韓帥能餞韓輪離壊鞠的熱端離鞠報却紳蜘読的”

敗説れ一的的独跡喘懐車鞭申準卿荊諦帥帥唾知雑卿妙唯筆郷

展
開
し
、

七
月

一
二
日
に
代
表
の
林
致
奎
と
朴
鍾
埼
が
関
自
川
崎
支

郵
静
球
様
兜
犯
醜
取
瑚
油

諦
ケ 役
勅
郊
映
癬
卿
鋪
韓
嘩
韓
齢
本
薪
油
”

て
上
水
道
工
事
に
従
事
す
る
朝
鮮
人
人
夫
約
四
十
名
が
八
月
八
日
お

ょ
び

一
六
日
そ
し
て
二
〇
日
と
く
り
返
し
川
崎
市
役
所
に
お
し
か
け

焼
輩
講
釣
難
森
作
帥
離
諏
剣
郷
砂
姉
郡
抑
ウ
い
ゆ
幸
靖
”
筋
難
一

軸

議
費
用
と
未
払
賃
金
を
支
払
わ
せ
て
要
求
を
ほ
ぼ
賢
徹
し
た
。

横
須

賀
支
部
も
九
月
二
九
日
に
横
須
賀
市
役
所
に
お
し
か
け
、

三
〇
〇
人

一- 52 -一
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が
失
業
救
済
事
業
を
行
な
う
よ
う
要
求
し
、
さ
ら
に

一
〇
月
に
入
る

と
連
日
の
よ
う
に
市
役
所
に
要
求
に
行

っ
た
ｏ

と
こ
ろ
が
、

五
月
末
、

全
協
朝
鮮
人
委
員
会
と
横
浜
産
業
労
働
組

合
に
よ
り
失
業
反
対
闘
争
同
盟
神
奈
川
県
地
方
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

六
月
二
日
に
ビ
ラ
が
ま
か
れ
た
後
、

六
月

一
二
日
、

横
浜
の
中
華
和

親
劇
場
に
お
い
て
四
百
名
の
結
！集
に
よ
り
失
業
者
大
会
を
開
催
、

①

失
業
者
に
パ
ン
と
職
を
与
え
よ

・
七
時
間
労
働
制
獲
得
②
失
業
反
対

闘
争
地
区
委
員
会
を
作
れ
③
帝
国
主
義
戦
争
準
備
の
産
業
合
理
化
絶

対
反
対
④
資
本
家
政
府
全
額
負
担
の
失
業
保
険
法
を
制
定
せ
よ
⑤
左

右
社
会
民
主
主
義
者
を
葬
れ
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
議
し
、

閉
会

擁聴中姉理姉水巾鋤貯詐韓れ韓渡ヵミぃ翻地範擁抽薩焼熱員ヵ、鈴

が
神
奈
川
で
組
織
し
た
最
初
の
大
衆
行
動
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、　

一

一
月
四
日
、

川
崎
で
労
働
者
百
余
名
が
市
役
所
に
お
し
か
け
た
が
、

キ御帥卵湘劇軸装鞠冷中「唯的的嚇雑韓劃鰤癖鞠陸無中名っ

で

「
最
低
賃
金
を
二
円
二
〇
銭
に
し
ろ
」

「
雨
天
の
際

に
は
日
給
全

額
を

調
一
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ビ
ラ
を
ま
い
た
朝
鮮
人
が
逮
捕
さ
れ

て
い
る
。

一
九
三
〇
年
度
、

大
恐
慌
に
襲
わ
れ
失
業
は

一
層
深
刻
化
、

横
浜

市
は

一
一
月

十
八
日
、

川
崎
市
は

一
二
月

一
六
日
か
ら
失
業
救
済
事

業
を
開
始
し
た
が
、

増
加
す
る
失
業
者
に
対
し
仕
事
の
量
は
全
く
追

機
の
出
発
点
と
な

っ
た
の
は
、　

一
九
二
八
年
の
プ
ロ
フ
ィ
ン
テ
ル
ン

第
四
回
大
会
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
の
考
証
は

割
愛
す
る
が
、
日
本
で
在
日
朝
鮮
人
運
動
の
解
消
が
議
論
さ
れ
始
め

た
の
は
、

四

。
一
六
事
件
後
、

在
日
労
総
中
央
委
員
金
浩
永
や
東
京

朝
労
の
李
義
錫

・
林
敵
愛
ら
が
全
協
の

「指
導
分
子
」
か
ら
解
消
を

「指
示
」
さ
れ
た
の
が
最
初
の
よ
う
で
あ
拠
。
し
か
し
　ヽ
こ
れ
に
対

し
神
奈
川
朝
労
の
李
成
百
は
時
期
尚
早
と
し
て
反
対
し
た
。

金
浩
永

ら
は
李
成
百
を
日
和
見
主
義
と
攻
撃
し
、

八
月
に
神
奈
川
朝
労
川
崎

支
部
で
在
日
労
総
関
東
地
方
協
議
会
を
開
い
た
際
解
消
問
題
を
提
起

し
た
が
、
こ
の
対
立
は
東
京

・
神
奈
川
両
組
合
の
暴
行
事
件
に
ま
で

発
展
し
て
し
ま

っ
た
。

一
〇
月
中
旬
に
再
び
開
か
れ
た
関
東
地
方
協
議
会
に
は
李
成
百

・

権

一
宣

・
鄭
雄
ら
神
奈
川
朝
労
の
幹
部
を
含
む
各
地
の
活
動
家
が
集

ま
り
、

在
日
労
総
全
国
代
表
者
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
、

そ

の
準
備
委
員
に
鄭
雄
ら
を
選
ん
だ
。

そ
の
後
、

李
成
百
も
解
消
に
賛

成
し
た
と
い
わ
れ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
在
日
本
朝
鮮
労
働
運
動
は
如

何
に
展
開
す
べ
き
か
』
が
発
行
さ
れ
全
国
代
表
者
会
議

へ
根
回
し
が

進
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、　

〓

一月

一
四
日
、

大
阪
で
秘
密
裡
に
開
か
れ

た
在
日
労
総
全
国
代
表
者
会
議
は
、

労
総
を
解
体
し
産
業
別
組
合
を

組
織
し
て
全
協
に
加
盟
す
る
こ
と
、

神
奈
川
朝
労
の
李
成
百

・
姜
駿

泉

・
李
廷
珪
を
規
約
違
反
の
理
由
に
よ
り
除
名
す
る
こ
と
な
ど
を
決

定
、

全
協

へ
の
解
消
の
た
め
在
日
労
総
を
再
組
織
す
る
中
央
執
行
委

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て

（石
坂
）

い
つ
か
ず
、

は
な
は
だ
し
く
は
五
日
に
一
回
し
か
働
け
な
い
と
い
う

窮
状
に
自
由
労
働
者
た
ち
は
追
い
こ
ま
れ
た
ｏ

関
自
―
神
奈
川
朝
労

の
連
帯
を
継
承
し
た
全
協
日
本
土
建
川
崎
分
会
の
労
働
者
三
〇
人
ほ

ど
は
、　

一
九
三

一
年

一
月
七
日
、

川
崎
市
役
所
に
お
し
か
け
①
救
済

事
業
の
委
員
会

へ
の
労
働
者
代
表
参
加
②
国
庫
全
額
負
担
の
一
〇
万

円
の
工
事
の
即
時
起
工
③
七
時
間
労
働
で
毎
日
仕
事
を
与
え
る
④
賃

』
の
媛
却
岬
聴
帥
航
挽
弾
ゆ
讐
鹸
鵜
彬
唖
熊
的
兜
披
俵
庁
柳
帥
韓
串

一
月
に
神
奈
川
朝
労
英
の
肝
い
り
で

「
ロ
シ
ア
○
○
十
三
周
年
紀

端
昨
峻
鞭
馳
呼
鶏
鶏
呼
ゆ
取
庁
諭
髄
韓
端
航
一

一
確
勢
一
日 一
昨
ｔよ 一
肪

崎
の
渡
田
町
の
日
本
銅
管
前
で
朝
七
時
頃

「
不
穏
ビ
ラ
」
を
ま
い
て

い
た
全
協
日
本
金
属
組
合
員
の
桂
兌
然
が
川
崎
署
員
に
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、　

一
九
三

一
年
に
は
も
は
や
神
奈
川
朝
労
と
し
て
の

闘
争
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
し
て
、

同
年
四
月
、

神
奈
川
朝

労
は
全
協
日
本
土
建

へ
の
解
消
を
終
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
解
消
に

至
る
経
過
と
問
題
点
は
何
か
、

次
に
考
え
て
い
こ
う
。

四
、

神
奈
川
朝
労
解
消

の
過
程
と
問
題
点

０
神
奈
川
朝
労
の
解
消
過
程

在
日
朝
鮮
人
運
動
を
日
本
人
の
運
動
に
解
消
し
て
い
く
国
際
的
契

一
！
・
　

！　
！！　
一　
一！　
！！
一　
一
！
，
！一！！　
！
！！
！！
！
・
一　
！　
　
　
ヤ　
！
！！　
！！
！　
　
　
！　
　
　
　
！　
　
！　
　
！

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
）

員
と
し
て
神
奈
川
か
ら
は
権

一
宣
と
金
光
済
を
選
ん
だ
。
こ
の
全
国

代
表
者
会
議
に
神
奈
川
朝
労
は
代
表
を
送
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て

在
日
労
総
は
解
体
が
決
定
さ
れ
た
。

李
成
百
ら
は
除
名
さ
れ
た
。
し

か
し
、

既
述
の
よ
う
に
李
成
百
は
三
〇
年
に
入
っ
て
も
神
奈
川
朝
労

の
幹
部
と
し
て
闘

っ
て
い
る
。

神
奈
川
の
組
合
員
が
李
を
支
持
し
た

の
だ
。

翌
三
〇
年
、

早
速
全
協
朝
鮮
人
委
員
会
の
名
で

「
再
組
織
再
建
闘

争
週
間
に
関
す
る
指
令
」
と
い
う
指
令
第

一
号
が
発
せ
ら
れ
た
。
と

こ
ろ
が
、

全
協
朝
鮮
人
委
員
会
は
二
月
な
い
し
三
月
に
、

李
成
百

・

姜
駿
愛

・
李
廷
珪
を
非
難
し

「
ス
パ
イ
」
な
い
し

「
ス
パ
イ
的
」
と

断
罪
す
る
声
明
を
発
表
、

神
奈
川
朝
労
に
対
し
て
も
そ
の
文
中
で
警

（‐０６
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

告
を
与
え
た
。
こ
れ
は
、

姜
に
つ
い
て
の

「
ス
パ
イ
」
の
証
拠
を
あ

げ
な
が
ら
そ
の

「
ス
パ
イ
」
を
擁
護
し
東
京
朝
労
を
中
傷
し
た
李
成

百
を
非
難
、

前
年

一
二
月
の
李
成
百
ら
の
除
名
が
正
し
い
こ
と
を
主

張
し
つ
つ
、

い
ま
だ
に
李
ら
を
擁
護
す
る
神
奈
川
朝
労
の
組
合
員
を

批
判
し
た
。
し
か
し
、

声
明
自
身

「
ス
パ
イ
か
否
か
は
決
定
的
な
問

題
で
な
く
ス
パ
イ
的
行
動
は
許
さ
れ
る
可
き
か
否
か
が
決
定
的
な
問

題
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
声
明
の
い
う
と
こ
ろ
が
姜

を
ス
パ
イ
と
断
言
し
う
る
ほ
ど
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
し
、

李
が
姜
を
擁
護
し
た
と
い
う
の
も
、

姜
が
東
京
朝
労
に
よ
り
中
央
委

員
を
除
名
さ
れ
た
の
を
、
「
越
権
」
と
し
て
李
が
取
り
消
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、

李
が
東
京
朝
労
を
中
傷
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
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の
声
明
書
の
紹
介
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

ヨ

切
東

京
の
連
中

の
こ
と

は
信
ず
る
な
、

彼
ら
の
い
ふ
一再
組
織
云
々
は
組
合
を
破
壊
す
る
も
の

で
あ
る
」
と
か

「
組
合
は
ど
ん
な
場
合
に
も
合
法
的
に
活
動
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
の
発
一言
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

問
題
は

運
動
路
線
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
り
、

中
傷
と
は
異
な
る
よ
う
に
読
め

る

。そ
の
後
の
諸
記
録
で
は
、　

一
九
三
〇
年
九
月

一
〇
日
、

箱
根
湯
本

で
神
奈
川
朝
労
湘
南
支
部
の
全
協
解
消

へ
の
会
合
が
開
か
れ
、　

一
〇

卿
唯
唯
舶
脚
嘲
瞭
抑
準
抑
帥
義
端
舶
帥
諦
嬢
賑
雅
時
北
枚

殉
し

「
韓
劫

峰
支 一
昨
印
獅
ド
卿
賑
馴

朝
労
は
全
協
日
本
土
木
建
築
労
働
組
合
神
奈

る
比

範
脚
妙
鯛
雑
魏
軸
筆
け
〓
錬
争
郵
庫
囀
ギ
御
鷹
醜
銀
串
嚇
符
嘩

対
し
て
」
と
い
う
指
令
第
三
号
を
発
し
、

そ
の
中
で

「
こ
の
際
東
京

難
鞠
券
剛
却
抑
み
的
姪
暖
碓
一ャ

聴
兼
悔
妹
米
の 一
人 っ
々

（に 一
噺
難
庁
珈
張

を
さ
せ
ず
、

東
京
の
全
協
朝
鮮
人
委
員
会
の
主
導
で
解
消
を
実
現
し

ょ
ぅ
と
す
る
布
石
で
あ
る
。

行
ぢ

て
、

神
奈
川
朝
労
の
意
向
は
か
ま

わ
ず
に
、

東
京
に
指
導
さ
れ
た
全
協
解
消

へ
の
動
き
が
神
奈
川
に
も

登
場
す
る
。

そ
れ
が
既
述
し
た
三
〇
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の

失
業
反
対
闘
争
同
盟
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、　

一
九
三
〇
年
の
終
わ
り

頃
ま
で
、

神
奈
川
朝
労
と
全
協
系
の
朝
鮮
人
と
が
神
奈
川
の
在
日
朝

鮮
人
労
働
運
動
に
お
い
て
並
存
し
た
の
だ
ろ
う
。

前
述
の
九
月
の
箱

根
湯
本
の
会
合
も
、

主
導
し
た
金

一
声
が
そ
の
後
全
協
日
本
土
建
で

活
躍
し
て
い
く
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

全
協
系
の
指
導
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
中
で

一
〇
月
に
出
さ
れ
た
神
奈

川
朝
労
の
解
体
方
針
書
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、

興
味
深
い

が
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
間
、　

一
九
二
九
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
神
奈
川
朝
労
の
組

織
人
員
が
急
増
し
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。　

一
方
、

全
協

土
建
神
奈
川
支
部
は

一
九
三

一
年
三
月
に
は

一
〇
人
、

そ
の
後
二
七

五
人
に
増
大
し
、

八
月
に
は
七
八
〇
人
と
記
録
さ
れ
て
い
獅
ギ

全
協

に
再
組
織
さ
れ
た
の
は
神
奈
川
朝
労
の
組
織
人
員
の
四
分
の

一
に
も

な
ら
な
か

っ
た
ｏ

の
神
奈
川
朝
労
解
消
の
意
味
と
問
題
点

こ
の
よ
う
に
、

在
日
朝
鮮
人
運
動
全
体
と
し
て
日
本
人
の
団
体
に

解
消
し
て
い
く
流
れ
の
中
で
、

在
日
労
総
は
最
も
大
衆
的
な
団
体
で

あ
る
た
め
問
題
は
表
面
化
し
た
ｏ　

一
九
二
八
年
の
プ

ロ
フ
ィ
ン
テ
ル

ン
第
四
回
大
会
に
お
け
る
民
族
主
義
運
動

へ
の
否
定
的
見
解
と
、

移

民
労
働
者
に
関
す
る
現
住
国
団
体
加
入
の

一
般
的
定
式
、

評
議
会
代

嘩わ紳輔苑筆却的神印『郷』榊鞭“湘術義鴻犠陶卑静静岬

全
協
の
日
本
人
幹
部
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。　

一
方
、

在
日
労
総
は
二

八
年
の
第
四
回
大
会
で
産
業
別
組
合
組
織
化
の
方
針
を
決
定
し
た
が
、

実
擦
に
は
そ
れ
が
進
ま
ず
に
お
り
、

全
協

へ
の
解
消
に
よ
り
産
業
別

再
編
を
同
時
に
行
な
う
と
い
う
要
因
も
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
人
活

動
家
に
は
こ
の
解
消
が
当
然
と
う
け
と
ら
れ
た
の
に
対
し
、

朝
鮮
人

大
衆
は
そ
う
は
う
け
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、

全
協

へ
の
解
消
に
際

し
て
の
組
織
人
員
の
激
減
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
で

李
成
百
ら
が
な
ぜ
解
消
に
反
対
し
た
か
を
示
す
声
明
や
意
見
書
は
み

つ
か

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

神
奈
川
朝
労
の
活
動
を
ふ
ま
え
、

そ

の
点
を
推
定
し
て
み
よ
う
。

第

一
に
解
消
に
よ
る
民
族
的
結
集
軸
の
喪
失
で
あ
る
。

神
奈
川
朝

労
の
活
動
で
毎
年
関
東
大
震
災
の
時
虐
殺
さ
れ
た
同
胞
の
追
障
会
が

行
な
わ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

ほ
ん
の
数
年
前
の
虐
殺
は
何
よ

り
朝
鮮
人
労
働
者
の
胸
に
団
結
を
訴
え
た
だ
ろ
う
。

産
業
別
に
再
編

さ
れ
日
本
人
と
共
同
の
団
体
で
は
、

階
級
の
問
題
に
解
消
さ
れ
て
し

ま
う
。

第
二
に
産
業
別
再
編

へ
の
疑
間
で
あ
る
。

神
奈
川
朝
労
に
と

っ
て

の
焦
点
は
産
業
別
再
編
よ
り
も
、

失
業
反
対
闘
争
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
運
動
の
大
衆
性
の
間
一題
で
あ
る
。

神
奈
川
朝
労
は
検
束
も

恐
れ
ぬ
運
動
を
展
開
し
て
き
た
が
、

組
織
自
体
は
大
衆
団
体
と
し
て

公
然
と
存
在
し
て
い
た
。　

一
方
、

全
協
の
場
合
、
日
本
共
産
党
の
指

導
の
下
に
あ
り
、

非
合
法
的
な
組
織
方
法
に
よ
り
大
衆
団
体
と
し
て

の
存
在
が
あ
や
う
く
な
る
も
の
で
あ
る
。

既
述
の
全
協
朝
鮮
人
委
員

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て

（石
坂
）

会
の
声
明
が
李
成
百
の
言
葉
と
し
て

「組
合
は
ど
ん
な
場
合
に
も
合

法
的
に
活
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
部
分
を
あ
げ
て
い
る

が
、

歪
出
を
除
き
李
の
真
意
を
ぐ
み
と
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
う
し

た
推
論
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、

他
団
体
と
の
連
帯
の
問
題
で
あ
る
。

神
奈
川
朝
労
は
組

合
同
盟
系
や
新
労
農
党
と
の
協
力
関
係
も
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
は

「社
民
」
排
撃
の
全
協
と
は
相
い
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

神
奈
川
朝
労
の
性
格
を
ま
と
め
れ
ば
、

そ
れ
は
何
よ
り
民
族
的
結
集
体
で
あ
り
、
ま
た
大
衆
団
体
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

民
族
的
差
別
ゆ
え
に
自
由
労
働
者
と
し
て
抑
圧
さ
れ
て

い
る
彼
ら
は
、

民
族
別
団
体
と
し
て
結
集
し
て
い
る
限
り
労
働
者
と

し
て
の
階
級
的
闘
争
を
も
担

っ
て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
と
受
け
と

っ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
神
奈
川
朝
労
は
日
本
人
の
組
合
に
な
い
強
さ

を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

在
日
労
総
解
消
後
も
朝
鮮
人
労
働
者
は
果
敢
に
聞
い
、

全
協
や
反

帝
同
盟
を
支
え
て
い
く
。
し
か
し
、

問
題
は
主
と
し
て
日
本
人
の
側

に
あ
る
。

在
日
朝
鮮
人
労
働
者
の
民
族
的
主
体
性
を
階
級
的
団
結
の

名
目
で
解
消
さ
せ
て
し
ま
う
形
で
、

全
協
幹
部
の
日
本
人
は
在
日
労

総
の
解
消
を
指
示
し
、

在
日
朝
鮮
人
運
動
に
混
乱
を
も
ち
込
ん
だ
。

さ
ら
に
、

同
じ
全
揚
内
に
朝
鮮
人
が
闘

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本

人
側
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
認
識
の
し
か
た
が
安
易
に
流
れ
、

抑
圧
民

族
の
民
衆
と
し
て
の
排
外
主
義
が
克
服
さ
れ
ぬ
ま
ま
と
な

っ
た
。

む
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史
苑

（第
四
三
巻
第

一
号
）

し
ろ
、

在
日
朝
鮮
人
を
全
協
な
ど
の
ワ
ク
に
と
じ
こ
め
る
こ
と
で
、

在
日
朝
鮮
人
運
動
が
日
本
人
大
衆
を
覚
醒
さ
せ
て
い
く
機
会
を
も
よ

り
小
さ
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
日
本
の
共
産
主
義
運
動
の
戦
略
的

・
戦
術
的
誤
り
は
、

運
動
の
中
で
闘
う
朝
鮮
人
た
ち
を
逆
に
窮
地
に
追
い
や
る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
る
余
裕
が
な
い
。
と
も
あ

れ
、

民
族
的
結
集
軸
の
下
に
非
妾

協
的
闘
争
を
展
開
し
な
が
ら
、
日

本
に
お
け
る
民
衆
運
動
の
中
で
日
本
人
の
運
動
を
覚
醒
さ
せ
つ
つ
最

左
翼
の
大
衆
運
動
の
位
置
を
占
あ

る
と
い
う
可
能
性
は
、

全
協

へ
の

解
消
で
か
な
り
狭
め
ら
れ
た
ｏ

神
奈
川
朝
労
が
く
り
返
し
関
東
大
震
災
虐
殺
同
胞
の
追
悼
会
を
行

な

っ
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

解
消
後
、

神
奈
川
の
全

協
に
よ
り
継
続
し
て
追
悼
会
は
行
な
わ
れ
た
だ
ろ
う
か
。

私
の
今
ま

で
の
調
査
で
は
、

記
録
に
残
さ
れ
た
も
の
は
見
出
し
て
い
な
い
。

象

徴
的
な
問
題
と
し
て
、
き
ち
ん
と
調
べ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

五
、

お
わ
り
に

神
奈
川
県
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
労
働
運
動
は
、　

一
九
二
五
年
、

横
浜
朝
鮮
合
同
労
働
会
と
し
て
本
格
的
に
出
発
し
、

民
族
的
結
集
を

軸
に
在
日
労
総
加
盟
の
神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
と
し
て
発
展
し
、

日
本
に
お
け
る
民
族
的
差
別
に
抗
す
る
、

同
時
に
本
国
朝
鮮
の
民
族

解
放
闘
争
と
も
連
な
る
闘
い
を
展
開
す
る
。
し
か
し
、

神
奈
川
朝
労

の
全
協

へ
の
解
消
は
、

組
織
内

へ
の
混
乱
を
も
た
ら
し
神
奈
川
朝
労

の
可
能
性
を
狭
め
る
も
の
で
あ

つ
た
ｏ

も
ち
ろ
ん
、

そ
の
後
も
平
作
川
工
事
に
従
事
す
る
朝
鮮
人
の
争
議

や
多
摩
川
秒
利
採
取
を
行
な
う
朝
鮮
人
労
働
者
の
度
重
な
る
闘
い
が

神
奈
川
で
行
な
わ
れ
た
ｏ

だ
が
、

や
は
り
そ
の
位
置
は
神
奈
川
朝
労

時
代
よ
り
小
さ
い
。

本
来
、

在
日
朝
鮮
人
運
動
が
記
述
さ
れ
る
に
は
、
日
本
人
に
よ
る

社
会
運
動
や
そ
れ
を
と
り
囲
む
社
会
経
済
状
況
を
視
野
に
入
れ
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
が
、

拙
文
で
は
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
果
た
せ
て
い
な
い
。

そ
の
意
味
で
も
は
な
は
だ
不
充
分
な
も
の
で
は
あ
る
が
こ
の
論
文
を

基
礎
に
研
究
を
深
め
た
い
ｏ

註（１
）

朴
慶
植

『在
日
朝
鮮
人
運
動
史
　
８
・
‐５
解
放
前
只

一
九
七
八
年
、

三
一
書
房
）
三
五
六
！
八
頁
の
表
に
よ
る
。

原
資
料
は
官
憲
資
料
で

あ
り
検
討
の
余
地
は
当
然
あ
る
が
、

後
述
の
よ
う
な
こ
の
時
期
の
活

動
か
ら
し
て
大
勢
と
し
て
は
正
し
い
も
の
と
考
え
て
お
く
ｏ

（２
）

梶
村
秀
樹

『解
放
後
の
在
日
朝
鮮
人
運
動
』
全

九
八
〇
年
、

神

戸
学
生
・
青
年
セ
ン
タ
ー
出
版
部
）

（３
）

表
１
の
出
典
で
あ
る
各
年
の
官
憲
資
料
に
は

「無
職
」
と
か

「
無

就
労
」
と
い
う
分
類
は
あ
る
が
、
「
失
業
者
」
と
い
う
分
類
は
な
い
。

こ
の

「無
職
」
が
何
を
含
ん
で
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、

た
と
え

ば

「
学
生
」
以
外
の
子
供
た
ち
を
含
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
だ
が
、

「無
職
者
」
の
在
日
朝
鮮
人
中
の
割
合
と
、
「
日
備
労
働
者
」
の
失
業

率
が
比
較
的
近
似
し
て
い
る
一こ
と
か
ら
も

「
無
職
者
」
は
失
業
者
と

同
様
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
考
え
た
い
。
ま
た
、　

一
九
三

一
年
以
降

（特
に
三
二
年
）
に

「
そ
の
他
」
の
人
数
が
急
増
し
て
い
る
。

統
計

の
と
り
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

私
の
推
測
で
は
三

一
年

以
降
層
屋
を

「
そ
の
他
」
に
含
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

そ
れ
に
し
て
も
三
二
年
の
数
字
は
極
端
で
不
可
解
で
あ
る
。

（
４
）

金
達
寿

『
あ
が
ア
リ
ラ
ン
の
歌
』
曇

九
七
七
年
、

中
央
公
論
社
）

一
〇
三
～
四
頁

（
５
）

内
務
省
社
会
局
第

一
部

「
朝
鮮
人
労
動
者
に
関
す
る
状
況
」
（朴

慶
植
編

『在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
』
《
以
下

『
集
成
』
と
略
記

す
る
〉
第

一
巻
、　

一
九
七
二
年
、

三

一
書
房
、

四
六
三
～
五
二
九

頁
）

（
６
）

金
賛
汀

『
雨
の
働
哭
』
全

九
七
九
年
、

田
畑
書
店
）
四
六
頁

（
７
）

『
横
浜
貿
易
新
報
』
《
以
下

『
新
報
』
と
略
記
す
る
〉

一
九
二
四
年

一
一
月
二
七
日
五
面

（
８
）

内
務
省
社
会
局
第

一
部

コ
朝
鮮
人
労
働
者
に
関
す
る
状
況
」
翁
集

成
』
Ｉ
四
四
七
頁
）

（
９
）

朝
鮮
総
督
府
警
務
局
東
京
出
張
員

「
在
京
朝
鮮
人
状
況
」
大
正

一

三
年

（『
集
成
』
Ｉ

一
四
四
頁
）

（
１０
）

『
新
報
』

一
九
二
四
年

一
一
月
四
日
五
面

（
１１
）

『新
報
』

一
九
二
四
年

一
一
月
八
日
三
面

（
‐２
）

『
新
報
』

一
九
二
四
年

一
二
月

一
八
日
三
面

（
‐３
）

『新
報
』

一
九
二
五
年
二
月

一
三
日
五
面

（
‐４
）

『
新
報
』

一
九
二
五
年
四
月
二
三
日
五
面

な
お
、

警
察
を
訪
れ
た
際
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
中
の

「
殖
民
地
政
策
の
勉

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ

っ
て

（石
坂
）

棄
」
は
保
留
と
さ
れ
た
。

（
・５
）

竪
山
利
忠

『神
奈
川
県
労
働
運
動
史
』
（
一
九
六
六
年
、

神
奈
川

県
労
務
部
労
政
課
）
四
三
二
頁

（・６
）

『新
報
』

一
九
二
五
年
七
月

一
〇
日
五
面

（
・７
）

内
務
省
社
会
局
労
働
部

『
大
正

一
四
年
労
働
運
動
年
報
』
曇

九

七

一
年
明
治
文
献
復
刻
版
）
七

一
頁

『
無
産
者
新
聞
』

一
九
二
五
年

一
〇
月

一
日
二
面

竪
山
利
忠
前
掲
書

一
〇
五

一
頁
お
よ
び

『
新
報
』

一
九
二
五
年
八

月
四
日
五
面

（
２０
）

中
九
和
伯

『
神
奈
川
県
の
歴
史
』
全

九
七
四
年
、
山
川
出
版
社
）

二
七
三
頁

（
２．
）

『新
報
』

一
九
二
五
年

一
一
月

一
一
日
五
面

（２２
）

内
務
省
警
保
局
保
安
課

「
大
正

一
四
年
中

二
於
ケ
ル
在
留
朝
鮮
人

ノ
状
況
」
翁
集
成
』
Ｉ

一
七
五
～
六
頁
）
お
よ
び

『新
報
』

一
九
二

五
年
九
月
六
日
五
面

（
２３
）

『東
亜
日
報
』
、

〈
以
下

『東
亜
』
と
略
記
す
る
〉

一
九
二
五
年

一

二
月
七
日
二
面
お
よ
び

『
思
想
運
動
』
第
三
巻
第

一
号

（
一
九
二
六

年

一
月
、

思
想
運
動
社
、

朝
鮮
文
）

一
二
頁

（
２４
）

『新
報
』

一
九
二
五
年
七
月
二
六
日
三
面

（
２５
）

『
思
想
運
動
』
第
二
巻
第
四
号

（
一
九
二
六
年
四
月
と
二
四
～
五
頁

（
２６
）

竪
山
利
忠
前
掲
書
四
三
四
頁

（
２７
）

『
新
報
』

一
九
二
六
年
五
月
二
日
五
面
お
よ
び

『
無
産
者
新
聞
』

一
九
二
六
年
五
月
八
日
四
面

（
２８
）

『新
報
』

一
九
二
六
年
六
月

一
一
日
三
面

（
２９
）

二
七
年
二
月
に
寒
川
支
部
が
第
二
回
定
期
大
会
を
開
い
て
お
り
、

少
な
く
と
も
二
六
年
に
同
支
部
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ

19 18
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史
苑

（第
四
三
巻
第

一
号
）

る
。

名
称
に
つ
い
て
は
、

在
日
朝
鮮
人
団
体
二
三
団
体
が
七
月
二
〇

日
に
発
表
し
た
声
明
書
に

「
神
奈
川
朝
鮮
合
同
労
働
会
」
の
名
が
見

ら
れ
る

（『東
亜
』

一
九
二
六
年
八
月
五
日
二
面
）
。

（
３。
）

『
無
産
者
新
聞
』

一
九
二
六
年
八
月
二
八
日
二
面

（
３．
）

『神
奈
川
県
史
』
史
料
編

一
三
　
近
代

・
現
代
０
社
会

（
一
九
七

七
年
、

神
奈
川
県
）
六

一
〇
～
二
頁
。
な
お
、

横
浜
合
同
労
働
組
合

は
評
議
会
系
で
、
こ
の
年
二
月
八
日
の
定
期
大
会
に
は
友
誼
団
体
と

し
て
横
浜
朝
鮮
合
同
労
働
会
か
ら

一
名
が
出
席
し
て
い
る

（同
書
五

〇
七
頁
）
。

（
３２
）

内
務
省
警
保
局
保
安
課

「
大
正

一
五
年
中

二
於
ケ
ル
在
留
朝
鮮
人

ノ
状
況
」
翁
集
成
』
Ｉ
二
二
二
頁
）

（
３３
）

『新
報
』

一
九
二
六
年
九
月
三
〇
日
三
面

（
３４
）

内
務
省
警
保
局
保
室
課

「
大
正

一
五
年
中
二
於
ケ
ル
在
留
朝
鮮
人

ノ
状
況
」
翁
集
成
』
Ｉ
二
〇
二
頁
）

（
３５
）

『
新
報
』

一
九
二
六
年

一
〇
月
八
日
二
面

（
３６
）

『新
報
』

一
九
二
六
年

一
一
月
四
日
二
面
に
よ
る
と
、

第

二
の
候

補
地
橘
樹
郡
大
綱
村
串
旗
の
住
民
は

一
一
月
二
日

「
物
凄
い
勢
ひ
」

で
三
百
人
が
県
庁
に
お
し
か
け

「
彼
等
鮮
人
労
働
者
は
只
労
働
を
目

的
と
し
て
内
地
を
漂
増
す
る
教
養
な
い
人
間
で
彼
等
の
平
素
の
行
動

か
ら
見
て
甚
だ
危
険
で
あ
る
」
と
し
た
。

（
３７
）

『
新
報
』

一
九
二
七
年

一
月

一
三
日
三
面

（
３８
）

『
東
亜
』

一
九
二
六
年

一
二
月
三
〇
日
二
面

（
３９
）

『
無
産
者
新
聞
』

一
九
二
七
年
三
月
二
六
日
二
面

（
４。
）

朴
慶
植

『在
日
朝
鮮
人
運
動
史
　
８
・
‐５
解
放
前
呈

六
八
～
九
頁

（
４‐
）

『東
亜
』

一
九
二
七
年
四
月
二
日
二
面
お
よ
び

『
新
報
』

一
九
二

七
年
二
月
二
三
日
三
面

（６２
）

前
出

『神
紐
ニ
ュ
ー
ス
』
第
十
号

（６３
）

『新
報
』

一
九
二
九
年

一
月

一
六
日
七
面

（６４
）

『新
報
』

一
九
二
九
年

一
月

一
〇
日
三
面
　
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
八

月
に
関
東
自
由
労
働
組
合
川
崎
支
部
を
確
立
さ
せ
て
い
く
よ
う
で
あ

Ｚ
つ
。

（６５
）

『東
亜
』

一
九
二
九
年
二
月

一
日
二
面

（６６
）

内
務
省
警
保
局

「社
会
運
動
の
状
況
」
昭
和
二
年

（『
集
成
』
Ⅱ

一
六
≡
貝
）

『
新
報
』

一
九
二
九
年
八
月
八
日
七
面

『
東
亜
』

一
九
二
九
年

一
〇
月

一
日
七
面

『新
報
』

一
九
二
九
年

一
二
月
二
四
日
七
面

『新
報
』

一
九
二
九
年
九
月

一
四
日
三
面

『東
亜
』

一
九
二
九
年

一
一
月
二
七
日
二
面

『新
報
』

一
九
二
九
年
四
月

一
二
日
七
面
お
よ
び

一
四
日
三
面

『新
報
』

一
九
二
九
年
五
月

一
七
日
三
面

『東
亜
』

一
九
二
九
年
九
月
二
〇
日
二
面

『
日
本
社
会
運
動
通
信
』

一
九
二
九
年
二
月
四
日
六
三
頁

『
日
本
社
会
運
動
通
信
』
に
よ
れ
ば
妥
協
の
条
件

の
中

に

「
罷
業

団
は
今
回
の
軽
挙
盲
動
に
対
し
て
は
陳
謝
し
将
来
欺
る
行
動
な
き
こ

と
」
の
一
項
が
あ
り

「
敗
北
的
条
件
」
と
す
る

一
方
、

朴
慶
植

『
在

日
朝
鮮
人
運
動
史
』

一
九
六
頁
は

「
完
全
に
勝
利
」
と
高
く
評
価
し

て
い
る
。

双
方
の
評
価
が
極
端
だ
が
、

や
は
り
不
充
分
な
が
ら

一
定

の
成
果
を
あ
げ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（７７
）

竪
山
利
忠
前
掲
書

一
〇
六
九
頁
　
組
合
同
盟
は

一
九
二
八
年

一
一

月
、

初
め
て
横
浜
出
張
所
を
置
き
、

二
九
年
四
月
に
神
奈
川
県
連
合

会
を
創
立
し
て
お
り
、

そ
の
中
心
人
物
が
関
根
喜
四
郎
で
あ
る
。

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
の
活
動
を
め
ぐ

っ
て

（石
坂
）

（
４２
）

『
新
報
』

一
九
二
七
年
六
月

一
一
日
三
面

（
４３
）

『
朝
鮮
思
想
通
信
』

一
九
二
七
年
八
月

一
一
日
五
面

（
４４
）

『
新
報
』

一
九
二
七
年
八
月

一
一
日
五
面

（
４５
）

『東
亜
』

一
九
二
七
年

一
〇
月
四
日
二
面

（
４６
）

大
原
社
会
問
題
研
究
所

『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
九
巻

（昭
和
三

年
）
七

一
頁

（
４７
）

堅
山
利
忠
前
掲
書
四
五
八
頁

（
４８
）

同
前
四
五
九
頁

（
４９
）

大
原
社
会
問
題
研
究
所

『
日
本
労
働
年
鑑
』
第
九
巻
四
〇
七
頁

（
５０
）

『
東
亜
』
一
九
二
七
年

一
二
月
五
日
二
面
　
た
だ
し
『無
産
者
新
聞
』

一
九
二
七
年

一
二
月

一
〇
日
三
面
の
記
事
と
多
少
の
違
い
が
あ
る
。

（
５．
）

『
無
産
者
新
聞
』

一
九
二
八
年

一
月
五
日

一
面
お
よ
び

『
新
報
』

一
九
二
七
年

一
二
月
二
八
日
五
面

『東
亜
』

一
九
二
七
年

一
二
月
九
日
二
面

『東
亜
』

一
九
二
八
年
八
月

一
八
日
二
面

竪
山
利
忠
前
掲
書
五
七
七
頁

『無
産
者
新
聞
』

一
九
二
八
年
七
月
五
日
二
面

『無
産
者
新
聞
』

一
九
二
八
年
八
月

一
日

一
面
お
よ
び

『
活
動

ニ

ュ
ー
ス
』
（日
付
不
明
、

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働
組
合
横
須
賀
支
部
）

『東
亜
』

一
九
二
八
年
九
月
二
五
日
二
面

『神
組

ニ
ュ
ー
ス
』
第
十
号

（日
付
不
明
、

神
奈
川
県
朝
鮮
労
働

組
合
、
日
本
語
訳
）

『無
産
者
新
聞
』

一
九
二
八
年

一
一
月
二
〇
日
三
面

『
無
産
者
新
聞
』

一
九
二
八
年

一
〇
月

一
〇
日
二
面
お
よ
び
前
出

『神
組

ニ
ュ
ー
ス
』
第
十
号

（６．
）

『
東
亜
』

一
九
二
八
年

一
〇
月
二
日
二
面

（９‐
）

竪
山
利
忠
前
掲
書
六
五
〇
頁
　
竪
山
の
記
述
を
ま

つ
ま
で
も
な

く
、

神
奈
川
朝
労
は
全
協
へ
の
解
消
問
題
で
全
協
中
央
と
対
立
し
て

お
り
、
日
本
共
産
党
な
ど
の
指
令
が
届
く
関
係
に
は
な
い
。
ま
た
方

針
の
上
か
ら
い
っ
て
も
神
奈
川
朝
労
に
こ
の
よ
う
な
極
左
的
方
針
は

あ
り
え
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
事
件
の
逮
捕
者
の
中
に
直
偉
澤
と
い

う
朝
鮮
人
は
存
在
し
て
い
る
。

（９２
）

『
日
本
社
会
運
動
通
信
』

一
九
三
〇
年
四
月
二
九
日

一
面

（９３
）

『
新
報
』

一
九
三
〇
年
五
月
二
六
日
三
面

（９４
）

『
新
報
』

一
九
三
〇
年
七
月

一
日
三
面

（９５
）

『
新
報
』

一
九
二
〇
年
七
月

一
三
日
三
面
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ｌ
１
１
１
日
日
１
１
１
１
１
ロ
ー
ー
日
―
日
口
ロ
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
■
日
日
田

史
苑

（第
四
三
巻
第

一
号
）

（
９６
）

『
新
報
』

一
九
一一一〇
年
八
月
二
三
日
三
面

（
９７
）

『
日
本
社
会
運
動
通
信
』

一
九
二
〇
年
六
月

一
五
日

一
面

（
９８
）

『新
報
』

一
九
二
〇
年

一
一
月
五
日
四
面

（
９９
）

『
新
報
』

一
九
二
〇
年

一
二
月
九
日
四
面

（
１００
）

『
新
報
』

一
九
二

一
年

一
月
八
日
四
面

（
１０１
）

『
新
報
』

一
九
二

一
年

一
月

一
六
日
五
面

（
‐０２
）

『
新
報
』

一
九
二

一
年
二
月
二
二
日
四
面

（
‐０３
）

吉
浦
大
蔵

『朝
鮮
人
の
共
産
主
義
運
動
』
思
想
研
究
資
料
特
輯
第

七
十

一
号

（
一
九
四
〇
年
、

司
法
省
刑
事
局
、

東
洋
文
化
社
復
刻

版
）
八
四
頁

（
‐０４
）

同
前
八
四
～
八
頁

（
‐０５
）

内
務
省
警
保
局

『
特
別
高
等
警
察
資
料
』
昭
和
五
年

一
月
分
二
九

頁

（東
洋
文
化
社
復
刻
版
）
　

ン」
れ
に
は
ま
た
、　

一
月
三
〇
日
に
、

全
協
加
盟
の
関
東
自
由
労
働
者
組
合
と
神
奈
川
朝
労
が
合
同
会
議
を

行
な
い
両
団
体
の
合
同
が
決
議
さ
れ

一
切
を
実
行
委
員
に
一
任
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
際
誰
が
神
奈
川
朝
労
を
代

表
し
て
い
た
か
わ
か
ら
ず
こ
の
決
議
の
位
置
や
有
効
性
も
確
定
で
き

な
い
。

（
‐０６
）

『
日
本
社
会
運
動
通
信
』

一
九
三
〇
年
二
月
七
日
二
面
お
よ
び
三

月
八
日
二
面

『社
会
運
動
通
信
』

一
九
二
〇
年
九
月

一
四
日
二
面

「
在
日
朝
鮮
人
運
動
日
誌
」
翁
集
成
』
Ｉ
八
七

一
頁
）

同
前

（八
七
二
頁
）

『
日
本
社
会
運
動
通
信
』

一
九
二
〇
年
四
月
九
日

一
面

内
務
省
警
保
局

『
特
高
月
報
』

一
九
二

一
年

（政
経
出
版
社
復
刻

版
）
の
各
巻
末
の
表
に
よ
る
。

（
‐‐２
）

岩
村
登
志
夫

『
在
日
朝
鮮
人
と
日
本
労
働
者
階
級
』
（稜
倉
書
房
、

一
九
七
二
年
）

一
六
八
～

一
七
三
頁

（立
教
大
学
大
学
院
生
）
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